
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

二
七
九

本
稿
は
一
九
九
九
年
六
月
に
行
わ
れ
た

E
u議
会
選
挙
を
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
情
勢
を
中
心
と
し
て
分
析
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
論
に
入
る
前
に
、

E
u議
会
選
挙
を
前
に
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
の
動
向
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
政
治
の
文
脈

(
1
)
 

か
ら
そ
れ
ま
で
の
経
緯
と
問
題
点
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

E
u議
会
選
挙
は
フ
ラ
ン
ス
政
治
の
中
で
大
統
領
選
挙
と
か
国
民
議
会
選
挙
と
は
異
な
っ
た
趣
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、

政
治
の
一
断
面
を
垣
間
見
さ
せ
て
く
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
ジ
ョ
ス
パ
ン

J
o
s
p
i
n
内
閣
が
成
立
し
た
の
は
一
九
九
七
年
で
あ
る
が
、

そ
の
遠
因
は
一
九
九
五
年
の
大
統
領
選
挙
に
あ
る
。
こ
の
大
統
領
選
挙
で
勝
利
し
た
の
は
シ
ラ
ク

C
h
i
r
a
c
で
あ
る
が
、
彼
の
勝
利
し
た

理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
「
所
得
格
差
の
縮
小
」
を
訴
え
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
大
統
領
に
な
る
と
、
選
挙
民
の
期

待
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ラ
ク
は
首
相
の
ジ
ュ
ペ

J
u
p
p
e
と
と
も
に
国
民
に
犠
牲
を
説
く
よ
う
な
方
向
転
換
を
行
う
。
ジ
ュ
ペ
は
テ
ク

ノ
ク
ラ
ー
ト
で
あ
り
、
彼
の
政
策
は
専
門
家
に
し
か
理
解
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
と
っ
て
大
事
な
通
貨
統
合

土

倉

フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

（
四
四
九
）

莞

爾
フ
ラ
ン
ス



第
五
一
巻
ニ
・
三
号

に
参
加
す
る
た
め
に
ジ
ュ
ペ
は
緊
縮
政
策
を
取
っ
た
。

（
「
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
」
九
七
•
六
・
―
-
）
た
め
に
失
敗
が
出
て
く
る
。

（
四
五
〇
）

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
が
掲
げ
る
、
財
政
赤
字
を
国
内
総
生
産
の
三
％
に
収
め
る

と
い
う
参
加
基
準
は
、

E
u官
僚
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
何
時
の
間
に
か
数
字
だ
け
が
一
人
歩
き
を
し
て
、
ジ
ュ
ペ
内
閣
は
帳

尻
を
合
わ
せ
る
た
め
に
、
公
務
員
を
削
減
し
、
社
会
保
障
費
を
カ
ッ
ト
し
た
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
九
七
•
六
·
五
）
。
そ
ん
な
や
り
方
は

「
あ
ま
り
に
も
多
く
の
こ
と
を
、
あ
ま
り
に
も
短
い
期
間
に
行
お
う
と
し
た
」

フ
ラ
ン
ス
の
国
民
議
会
選
挙
は
五
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
前
回
は
一
九
九
三
年
だ
っ
た
か
ら
、
次
回
は
一
九
九
八

年
に
や
れ
ば
よ
か
っ
た
。
シ
ラ
ク
と
し
て
は
、

E
u統
合
を
目
指
し
て
、
通
貨
統
合
に
ス
ム
ー
ズ
に
参
加
す
る
た
め
に
、
本
来
な
ら
ば
国

民
議
会
を
解
散
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
に
、
解
散
を
早
め
て
、
国
民
の
信
を
問
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
貨
統
合
に
有
利
な
条
件
を
作
り

一
九
九
七
年
五
月
、
国
民
議
会
を
解
散
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
裏
目
に
出
て
、
国
民
議
会
選
挙
で
惨
敗
し
た
。

一
九
九
五
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
社
会
党
の
人
材
難
か
ら
彼
が
大
統
領
候
補
と
な
り
善
戦
し
た
が
、
今
度
も
受
身
の

選
挙
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
、
彼
の
清
潔
さ
、
誠
実
さ
の
よ
う
な
も
の
を
訴
え
て
、
今
度
は
社
会
党
の
圧
倒
的
な
勝
利
を

も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
選
挙
期
間
中
、
選
挙
民
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
に
見
え
た
の
は
失
業
、
社
会
的
保
護
、
不
平
等
、
教
育
と

い
っ
た
社
会
的
懸
念
材
料
で
あ
っ
た
。
経
済
の
近
代
化
に
必
要
な
問
題
、
財
政
赤
字
に
対
す
る
戦
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
、
世
界
に
お

け
る
フ
ラ
ン
ス
の
地
位
と
い
っ
た
問
題
は
訴
え
て
も
効
果
の
な
い
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
懸
念
材
料
を
解
決
す
る
の
は
R
P
R
や

U
D
F
で
は
な
く
て
社
会
党
だ
と
思
わ
れ
た
。
選
挙
民
は
経
済
競
争
だ
け
で
な
く
「
規
制
の
緩
和
」
、
「
緊
縮
財
政
な
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
、

(
2
)
 

「
現
社
会
モ
デ
ル
を
検
討
す
る
こ
と
の
な
い
変
化
」
を
求
め
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
社
会
党
の
政
策
の
中
心
を
な
す
も
の
だ
っ
た
。

た
だ
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
が
訴
え
た
政
策
、
あ
る
い
は
選
挙
民
が
ジ
ョ
ス
パ
ン
に
期
待
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
は
、
か
な
り

ジ
ョ
ス
パ
ン
は
、

た
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

う
ま
く
ゆ
か
な
か
っ
た
。
ジ
ュ
ペ
の
言
う
よ
う
に

関
法

ニ
八
〇



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

ル
ペ
ン

L
e
P
e
n
現
象
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

ニ
八

難
し
い
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ラ
ク
が
、
公
約
で
は
社
会
保
障
を
充
実
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
大
統
領
に
当
選
し
た
暁
に
は
掌
を

返
す
よ
う
な
こ
と
を
し
て
、
急
に
解
散
を
す
る
と
言
っ
た
り
す
る
も
の
だ
か
ら
、
選
挙
民
と
し
て
は
不
満
が
募
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が

ジ
ョ
ス
パ
ン
を
勝
た
せ
た
と
も
言
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
シ
ラ
ク
に
「
待
っ
た
」
を
か
け
た
ジ
ョ
ス
パ
ン
が
首
相
に
な
っ
て
、
大
統
領
と

正
反
対
の
方
向
に
行
く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
心
配
も
あ
っ
た
。
事
実
、
当
時
、
日
本
の
新
聞
の
論
調
は
「
こ
れ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

だ
が
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
、
選
挙
で
言
っ
た
こ
と
と
実
行
す
る
こ
と
は
別
だ
と
割
り
切
っ
た
。
ま
た
、

コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
で
、
も
う
一
方

の
行
政
の
コ
ア
で
あ
る
大
統
領
を
尊
重
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
通
貨
統
合
に
消
極
的
な
共
産
党
閣
僚
の
入
閣
に
し
て
も
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
内
閣

に
と
っ
て
、
共
産
党
は
手
ご
わ
い
労
組
を
抑
え
る
う
え
で
頼
も
し
い
味
方
で
あ
る
。
「
九
五
年
十
二
月
、
鉄
道
労
組
の
ス
ト
で
フ
ラ
ン
ス

全
土
が
マ
ヒ
し
た
よ
う
な
事
態
は
、
二
度
と
繰
り
返
し
た
く
な
い
」
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
（
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』
、
九
七
・
六
・
十

(
3
)
 

七
）
。
結
局
、
「
ジ
ョ
ス
パ
ン
の
方
法
」
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
調
整
し
て
、
正
論
を
述
べ
、
た
え
ず
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
ゆ
く

こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
共
産
党
、
緑
の
党
、
シ
ュ
ー
ヴ
ェ
ヌ
マ
ン

C
h
e
v
e
n
e
m
e
n
t
の
市
民
民
主
運
動
の
人
た
ち
も
入
閣
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
反
シ
ラ
ク
の
「
多
元
的
左
翼
」
を
構
築
す
る
連
立
内
閣
と
す
る
こ
と
に
ジ
ョ
ス
パ
ン
の
狙
い
が
あ
っ
た
。
ポ
ピ
ュ
リ
ス

(
4
)
 

テ
ィ
ッ
ク
な
言
葉
を
操
る
指
導
者
は
権
力
の
座
に
つ
く
と
統
治
理
性
に
戻
っ
て
ゆ
く
、
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

を
突
破
し
た
。

一
九
九
七
年
の
国
民
議
会
選
挙
の
第
一
回
投
票
で

F
N
は
得
票
率
が
十
五
％

フ
ラ
ン
ス
本
国
の
得
票
数
で
は
、

U
D
F
の
三
六
八
万
を
凌
駕
し
て
、

R
P
R
の
四
0
八
万
に
迫
る
、
三
七
七
万
票
を
獲

得
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
続
く
、
第
二
回
投
票
で
も
F
N
が
勢
力
を
維
持
し
た
こ
と
は
、
穏
健
右
翼
の
敗
北
の
大
き
な
要
因
の
ひ
と

つ
と
な
り
、
自
分
た
ち
の
権
力
に
し
が
み
つ
く
穏
健
右
翼
の
有
力
者
た
ち
に
「
さ
し
の
べ
ら
れ
た
手
」
に
よ
っ
て
、

は
き
し
む
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
ト
ー
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
九
九
八
年
の
地
方

（
四
五
一
）



第
五
一
巻
ニ
・
三
号

選
挙
で
、
極
右
は
路
頭
に
迷
っ
た
穏
健
右
翼
の
「
買
い
付
け
」
、
す
な
わ
ち
乗
っ
取
り
に
成
功
し
つ
つ
あ
る
と
ま
で
思
わ
せ
る
に
い
た
っ

た
。
破
裂
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
危
機
の
さ
な
か
に
あ
る
穏
健
右
翼
に
対
し
、

F
N
は
権
力
の
座
に
つ
か
ん
ば
か
り
の
印
象
を
あ
た
え
る

(
5
)
 

こ
と
さ
え
で
き
た
。
当
時
の

R
P
R
幹
事
長
、
ジ
ャ
ン
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
マ
ン
セ
ル

J
e
a
n
,
 
F
r
a
m
;
o
i
s
 M
a
n
c
e
ー
は
「
F
N
の
支
持
者
は
、

孤
立
さ
せ
ず
に
取
り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
治
安
問
題
や
不
法
移
民
問
題
に
、
わ
れ
わ
れ
も
対
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
、

多
数
派
に
な
っ
た
証
拠
だ
。
草
創
期
と
全
国
政
治
へ
の
参
入
期
を
経
て
、

F
N
は
第
三
段
階
の
成
熟
期
に
入
っ
た
。
今
や
わ
れ
わ
れ
に
は

選
挙
後
、

F
N
ナ
ン
バ
ー
ニ
の
ブ
ル
ー
ノ
・
メ
グ
レ

B
r
u
n
o
M
e
g
r
e
t
は
「
わ
れ
わ
れ
の
考
え
が
、

一
九
九
七
•
四
・
九
）
。
付
言
す
れ
ば
、
マ
ン
セ
ル
は
一
九
九
八
年
の
地
方

(
6
)
 

F
N
の
支
援
を
受
け
て
オ
ワ
ー
ズ

O
i
s
e
県
の
県
議
会
議
長
と
な
り
、

R
P
R
を
除
名
さ
れ
た
。

け
れ
ど
も
F
N
は
分
裂
す
る
。

F
N
党
首
ル
ペ
ン
が
一
時
は
後
継
者
と
目
さ
れ
た
メ
グ
レ
を
切
っ
た
。
メ
グ
レ
は
、
そ
れ
ま
で
、
穏
健

右
翼
を
分
断
し
、
よ
り
大
き
な
極
右
勢
力
の
結
集
を
め
ざ
し
て
き
た
。
た
だ
メ
グ
レ
は
、
新
勢
力
の
中
心
的
指
導
者
を
ル
ペ
ン
と
は
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
。
「
私
は
剣
を
抜
き
、

や
ら
れ
る
前
に
ブ
ル
ー
タ
ス
を
殺
す
」
と
ル
ペ
ン
は
言
っ
た
。

反
旗
は
、

F
N
が
ル
ペ
ン
抜
き
で
選
挙
を
戦
え
る
だ
け
の
実
力
を
つ
け
、
ヴ
ィ
ト
ロ
ー
ル
市
で
の
勝
利
、

成
功
、
そ
の
後
の
地
域
圏
議
会
選
挙
で
の
勝
利
で
、

さ
れ
、

（
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』

メ
グ
レ
が
ル
ペ
ン
に
取
っ
て
代
わ
る
正
統
性
を
確
立
し
た
と
い
う
自
信
が
あ
っ
た
。

一
九
九
九
年
一
月
二
四
日
、
マ
リ
ヤ
ー
ヌ

M
a
r
i
g
n
a
n
e
市
の
体
育
館
に
二
千
名
が
集
ま
り
、

(
7
)
 

F
N
の
分
裂
は
完
成
さ
れ
る
。

こ
こ
で
、
前
回
の
一
九
九
四
年

E
u議
会
選
挙
に
つ
い
て
、

結
局
、

幹
部
の
過
半
数
は
自
分
を
支
持
し
て
い
る
と
主
張
し
た

統
治
能
力
が
あ
る
」
と
豪
語
し
た
（
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
』

関
法

ニ
八
二

（
四
五
二
）

一
九
九
八
・
十
ニ
・
ニ
三
）
。
メ
グ
レ
の
ル
ペ
ン
ヘ
の

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
党
大
会
で
の

メ
グ
レ
派
の
分
裂
党
大
会
が
開
催

フ
ラ
ン
ス
政
治
を
切
り
口
と
し
て
、
若
干
述
べ
て
み
た
い
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ

一
方
の
メ
グ
レ
は
、
党
の
地
方



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

い
も
の
と
な
る
。

パ
は
特
権
者
の
特
権
と
な
っ
た
」
と
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
者
ロ
ラ
ン
・
ケ
イ
ロ
ル

R
o
l
a
n
d
C
a
y
r
o
ー
は
の
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

マ
ー
ス

ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准
の
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
投
票
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
、
教
育
の
水
準
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
態
度

は
形
成
さ
れ
る
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
設
に
好
意
的
な
の
は
管
理
者
層
で
労
働
者
層
は
そ
う
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は

E
U
諸
国
ど
の
国
に

(
8
)
 

も
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
九
四
年

E
u議
会
選
挙
は
、
社
会
党
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
大
統
領
で
、

R
P
R
の
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル

Balla
,
 

d
日
が
首
相
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
一
年
後
に
大
統
領
選
挙
を
控
え
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
一
九
九
二
年
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
批
准

の
国
民
投
票
の
二
年
後
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

E
u議
会
選
挙
は
比
例
代
表
制
で
選
出
さ
れ
る
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
党

派
の
出
馬
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
党
派
は
候
補
者
リ
ス
ト
を
提
出
す
る
が
、
誰
を
リ
ス
ト
の
ト
ッ
プ
に
掲
げ
る
か
興
味
深

面
白
い
の
は
、

R
P
R
と
U
D
F
と
い
っ
た
議
会
与
党
が
、
こ
の
九
四
年
の

E
u議
会
選
挙
で
統
一
リ
ス
ト
を
作
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
統
一
リ
ス
ト
に
、
ジ
ュ
ペ
と
か
、

レ
オ
タ
ー
ル

L
e
o
t
a
r
d
と
い
っ
た
大
物
政
治
家
は
載
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ジ
ス

カ
ー
ル

G
i
s
c
a
r
d
も
シ
ラ
ク
も
載
ら
な
い
。
ド
ミ
ニ
イ
ク
・
ボ
ー
デ
ィ
ス

D
o
m
i
n
i
q
u
e
B
a
u
d
i
s
と
い
う
ト
ウ
ー
ル
ー
ズ
市
長
だ
っ
た
マ

ス
コ
ミ
で
も
名
が
売
れ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
者
の
候
補
者
が
リ
ス
ト
の
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
こ
れ
は
、
翌
年
の
大
統
領
選
挙
を

控
え
て
、
ま
だ
名
乗
り
を
あ
げ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
候
補
者
の
一
人
、
当
時
の
首
相
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
と
、
す
で
に
過
去
二
回
大
統
領
選

挙
に
立
候
補
し
た
経
験
が
あ
り
今
回
も
表
明
済
み
の
シ
ラ
ク
と
の
暗
闘
が
影
響
し
て
い
た
。
ま
た
穏
健
右
翼
内
部
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
懐

疑
派
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
結
局
、
ボ
ー
デ
ィ
ス
の
リ
ス
ト
は
妥
協
の
産
物
だ
っ
た
。
大
統
領
選
挙
に
は
触
れ
な
い
静

か
な

E
u議
会
選
挙
運
動
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
穏
健
右
翼
内
部
か
ら
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ

Philippe
d
e
 Villiers
の
反

(
9
)
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
リ
ス
ト
が
出
現
す
る
の
を
防
ぐ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
右
翼
多
数
派
（
ボ
ー
デ
ィ
ス
と
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
）
の
リ
ス
ト
の

ニ
八
三

（四五――-）



第
五
一
巻
二
・
―
二
号

社
会
党
は
ミ
シ
ェ
ル
・
ロ
カ
ー
ル

M
i
c
h
e
l
R
o
c
a
r
d
が
リ
ス
ト
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。

る
自
分
の
権
威
と
、
国
内
に
お
け
る
社
会
党
の
立
場
の
強
化
に
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

(11) 

党
は
ニ
―
―
-
％
の
得
票
率
で
好
調
だ
っ
た
。

（
四
五
四
）

一
九
九
―
―
一
年
―
―
＿
月
の
国
民
議
会
選
挙
に
お
け
る
、

R
P
R
、
U
D
F
を
は
じ
め
と
す
る
穏
健
右
翼
の
記

た
。
つ
ま
り
、
九
三
年
の
国
民
議
会
選
挙
よ
り
十
五
ヵ
月
後
の

E
u議
会
選
挙
に
お
い
て
R
P
R
と
U
D
F
は
彼
ら
の
潜
在
的
力
量
の
八

(10) 

五
％
し
か
発
揮
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ロ
カ
ー
ル
は
新
し
く
社
会
党
の
指
導
者
に

一
九
九
五
年
の
大
統
領
選
挙
の
希
望
あ
る
候
補
者
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
、

E
u議
会
選
挙
を
、
社
会
党
に
お
け

一
九
九
四
年
三
月
の
県
議
会
選
挙
で
社
会

と
こ
ろ
で
、
こ
の

E
u議
会
選
挙
に
は
二
十
あ
ま
り
の
様
々
な
リ
ス
ト
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
ず
、
シ
ラ
ク
の
R
P
R
で
あ
る
が
、
例
え

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
セ
ガ
ン

Philippe
S
e
g
u
i
n
と
か
シ
ャ
ル
ル
・
パ
ス
ク
ワ

Charles
P
a
s
q
u
a
と
い
っ
た
人
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統

合
を
そ
れ
ほ
ど
支
持
し
な
い
。

U
D
F
か
ら
出
た
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
と
い
う
反
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
派
の
候
補
者
の
リ
ス
ト
が
多
数
得
票
す
る

と
い
う
結
果
が
生
じ
た
。
左
翼
で
は
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
タ
ピ

B
e
r
n
a
r
d
T
a
p
i
e
と
い
う
実
業
家
が
、
急
進
党
行
動
派
と
い
っ
た
リ
ス
ト

を
作
っ
た
。
こ
れ
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
暗
黙
の
支
持
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
左
翼
急
進
派

(
M
R
G
)
で
は
急
進
主
義
を
裏
切
る
も
の

(12) 

と
し
て
反
対
も
多
か
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
与
党
連
合
ボ
ー
デ
ィ
ス
の
リ
ス
ト
が
二
八
名
、
社
会
党
ロ
カ
ー
ル
の
リ
ス
ト

が
十
五
名
、
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
の
リ
ス
ト
が
十
三
名
、
タ
ピ
の
リ
ス
ト
が
十
三
名
当
選
さ
せ
た
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
、
こ
の
選
挙
の
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
す
れ
ば
、
タ
ピ
が
立
候
補
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
や
F
N
な
ど
の

反
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
派
の
人
た
ち
よ
り
も
タ
ビ
が
多
数
の
票
を
集
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ギ
{
、

,
1
 

な
っ
た
ば
か
り
で
あ
り
、

録
よ
り
は
る
か
に
降
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
支
持
者
の
票
が
増
加
し
た
こ

一
九
九
―
―
一
年
に
は
四
四
•
四
％
だ
っ
た
が
、一
九
九
四
年
に
は
三
七
・
九
％
で
あ
っ

得
票
率
の
総
計
を
見
る
な
ら
ば
、

関
法

ニ
八
四



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

議
会
選
挙
で
は
二
十
％
以
上
の
得
票
率
を
あ
げ
た
。

ニ
八
五

一
九
九
四
年
の

E
u議
会
選
挙
で
左
罠
は
一
二
極
の
ブ

一
九
八
九
年
に
は
二
三
％
だ
っ
た
。

と
で
あ
る
。

一
九
九
四
年
六
月
一
日
の
タ
ピ
対
ル
ペ
ン
の
テ
レ
ビ
政
治
討
論
は
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
同
士
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
決
と
し
て
世
間

(13) 

の
注
目
を
集
め
た
。
タ
ビ
の
勝
利
は
、
左
翼
の
壊
滅
を
救
っ
た
だ
け
で
な
く
、
親
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
派
を
も
救
っ
た
。
ま
た
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・

ア
ン
リ
・
レ
ヴ
ィ

B
e
r
n
a
r
d
,
 
H
e
n
r
i
 L
e
v
y
と
い
う
「
新
哲
学
者
た
ち
」
〈
n
o
u
v
e
a
u
x
p
h
i
l
o
s
o
p
h
e
s
》
の
一
人
が
ボ
ス
ニ
ア
問
題
を
提
起

す
る
た
め
に
、

サ
ラ
エ
ボ
・
リ
ス
ト
を
掲
げ
、
立
候
補
を
宣
言
し
た
。
ロ
カ
ー
ル
は
そ
れ
を
取
り
込
も
う
と
し
て
、
レ
ヴ
ィ
は
立
候
補
を

取
り
下
げ
た
が
、
そ
れ
が
ミ
ッ
テ
ラ
ン
の
逆
鱗
に
触
れ
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
タ
ビ
を
応
援
し
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
近
い
社
会
党
の
幹
部
は
ロ

カ
ー
ル
を
支
持
し
な
く
な
っ
た
。
サ
ラ
エ
ボ
・
リ
ス
ト
は
前
大
臣
の
レ
オ
ン
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
ェ
ン
ベ
ル
グ

L
e
o
n
S
c
h
w
a
r
t
z
e
n
b
e
r
g
が

継
承
し
た
。
六
月
十
二
日
の
投
票
日
の
一
週
間
前
、
ロ
カ
ー
ル
は
選
挙
後
の
「
新
し
い
連
合
」
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
週
間

(15) 

後
の
選
挙
で
の
敗
北
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
六
月
十
二
日
の
選
挙
は
重
要
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ロ
カ
ー
ル
は
一
九
九
三
年

(16) 

総
選
挙
の
際
も
「
ビ
ッ
グ
・
バ
ン
」
発
言
を
行
い
失
敗
し
た
こ
と
が
あ
る
。
事
実
、
社
会
党
は
敗
れ
た
。
社
会
党
は
一
九
八
四
年
の

E
C

一
九
九
四
年

E
u議
会
選
挙
に
お
け
る
ロ
カ
ー

(17) 

ル
の
目
標
は
、
予
想
以
上
の
得
票
率
を
獲
得
し
て
、
社
会
党
内
の
指
導
者
の
位
置
を
不
動
の
も
の
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
結
果

は
十
四
・
五
％
だ
っ
た
。
敗
北
の
後
、

ロ
カ
ー
ル
は
社
会
党
の
リ
ー
ダ
ー
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
回
の
一
九
八
九
年

E
u議
会
選
挙
か
ら
一
九
九
四
年
の
選
挙
に
か
け
て
、
左
翼
の
得
票
率
の
増
加
は
、
タ
ビ
の
リ
ス
ト
が
達
成
し
た

お
か
げ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
タ
ピ
の
躍
進
は
左
翼
票
の
分
解
を
も
惹
き
起
こ
し
た
。

ロ
ッ
ク
に
分
解
し
た
。
共
産
党
、
シ
ュ
ー
ヴ
ェ
ヌ
マ
ン
派
、
極
左
の
極
が
十
ニ
・
一
％
、
社
会
党
の
極
が
十
四
・
五
％
、
タ
ビ
支
持
者
の

(18) 

極
が
十
二

・
O
％
で
あ
る
。
支
持
基
盤
か
ら
見
れ
ば
タ
ピ
支
持
者
は
急
進
党
の
伝
統
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
地
方
の
特
異
性
、
社
会
的
抗
議
の

(19) 

独
特
な
混
合
で
あ
る
。

（
四
五
五
）



選
挙
は
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

一
九
七
九
年
に
は
シ
ラ
ク
派
の
形
成
、

一
九
八
四
年
に
は
F
N
の
登
場
、

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

散
乱
の
中
で
苦
心
の
末
、
再
建
を
果
た
そ
う
と
す
る
左
翼
と
、
消
失
し
そ
う
な
環
境
保
護
派
に
対
し
て
、
右
翼
は
、

一
九
九
三
年
の
国
民
議
会
選
挙
に
較
べ
る
と
、
八
ポ
イ
ン
ト
も
下
落
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
九
三
年
国
民
議
会
選
挙
で
は
五
六
・
八
八
％
で
あ
る
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
翼
は
、
左
翼
に
お
よ
そ
十
ポ
イ
ン
ト
の
優
勢
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
四
八
・
四
四
％
対
三
八
・
六
六
％
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
数
派
右
漢
も
選
挙
で
は
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
解
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ー
デ
ィ
ス
の

R
P
R
|
U
D
F
リ

(20) 

で
あ
る
。

（
二
五
・
五
八
％
）
、
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
の
異
端
派
（
十
ニ
・
三
四
％
）
、
極
右
ル
ペ
ン

(
1
0
•五
二
％
）

一
九
九
四
年
の

E

こ
の
選
挙
で
は
、
女
性
の
立
候
補
者
が
多
か
っ
た
の
も
特
色
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙
が
国
内
選
挙
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
そ
れ
に
対

す
る
政
党
の
抵
抗
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
る
。
だ
が
、

あ
る
が
ゆ
え
に
、

第
一
に
、

E
u議
会
選
挙
に
よ
っ
て
、
女
性
の
存
在
は
平
凡
で
は
あ
る
が
広
範
で

(21) 

フ
ラ
ン
ス
政
治
に
お
け
る
女
性
の
重
要
性
の
様
変
わ
り
を
示
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ス
パ
ン
は
そ
れ
を
見

習
っ
て
一
九
九
七
年
の
国
民
議
会
選
挙
で
女
性
候
補
者
を
多
く
立
候
補
さ
せ
成
功
し
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
結
局
、

E
u議
会

一
九
八
九
年
に
は
環
境
派
の
出
現
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、

一
九
九
四
年
は
、
急
進
党
以
来
の
変
貌
し
た
M

(22) 

R
G
の
現
出
、
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
穏
健
右
翼
異
端
派
の
登
場
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
今
回
の
一
九
九
九
年

E
u議
会
選
挙
当
時
に
お
け
る
問
題
点
を
、

括
と
し
て
試
み
て
お
こ
う
。

フ
ラ
ン
ス
政
治
の
文
脈
か
ら
の
総

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
学
者
パ
ス
カ
ル
・
ペ
リ
ノ
ー
の
言
う
よ
う
に
、
左
右
の
対
立
軸
を
超
え
て
、
今
、
ど
の
国
の
社
会
に
も
開

ス
ト

一
九
九
四
年
E
u

議
会
選
挙
で
は
四
八
•
四
四
％
で
あ
る
。
こ
の
下
落

一
九
九
四
年
で
は
四
八
•
四
四
％
に
留
ま
っ
た
。

u議
会
選
挙
で
、
多
数
派
と
は
な
っ
た
が
停
滞
し
て
い
た
。
右
翼
は
、

一
九
八
九
年
の

E
C
議
会
選
挙
で
は
四
九
・
一
六
％
で
あ
っ
た
が
、

関
法

ニ
八
六

（
四
五
六
）



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

か
れ
た
社
会
と
閉
ざ
さ
れ
た
社
会
の
間
の
対
立
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
で
に
、

第
二
に
、
そ
れ
に
関
連
す
る
が
、

を
配
分
す
る
な
ど
、

疑
い
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
（
『
日
本
経
済
新
聞
」
、
九
九
・
一
・
一
七
）
と
言
わ
れ
る
。

ニ
八
七

か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
面
が
あ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
非
常
に
北
欧
的
な
も
の
と
、
イ
タ
リ
ア
、

一
九
九
二
年
、

マ
ー
ス
ト
リ
ヒ

ト
条
約
の
国
民
投
票
の
際
に
現
れ
た
賛
成
と
反
対
の
対
立
は
、
左
右
の
対
立
軸
で
は
ま
っ
た
＜
捉
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め

(23) 

ぐ
る
対
立
軸
は
左
と
右
を
完
全
に
解
体
し
、
開
か
れ
た
社
会
と
閉
ざ
さ
れ
た
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
者
を
正
面
か
ら
対
立
さ
せ
た
。
た

し
か
に
、
こ
れ
に
大
き
く
関
係
す
る
F
N
は
分
裂
し
た
が
、
こ
の
問
題
は
極
右
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
し
、
こ
の
観
念
は
政
治
勢
力
の
問

フ
ラ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
な
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
全
体
的
な
大
問
題
で
あ
る
が
、
あ

一
九
九
九
年
三
月
十
六
日
、

E
u
の
政
策
を
執
行
す
る

E
u委
員
会
が
サ
ン
テ
ー
ル
委

員
長
を
含
む
二
十
人
の

E
u委
員
の
総
辞
職
を
決
め
た
。
予
算
執
行
に
当
た
っ
て
、
親
し
い
企
業
や
知
人
と
特
別
な
契
約
を
結
ん
で
利
権

一
部
の
委
員
の
情
実
行
為
が
判
明
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
、
九
九
・
三
・
一
七
）
。
こ
れ
に
は
、

一
月
十
四
日
、

E
u委
員
会
執
行
部
へ
の
け
ん
責
動
議
を
採
決
し
、
結
果
は
二
九
三
票
対
二
三
二
票
で
否
決
さ
れ
た
背
景

が
あ
る
。
け
ん
責
の
動
議
は
マ
リ
ン
副
委
員
長
（
ス
ペ
イ
ン
）
と
ク
レ
ッ
ソ
ン
委
員
（
元
フ
ラ
ン
ス
首
相
）
の
監
督
責
任
や
情
実
契
約
の

私
見
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
象
徴
的
な
事
件
だ
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
機
械
的
に
段
階
的
に
順
調
に
進
ん
で
ゆ
く

フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
の
よ
う

な
ラ
テ
ン
的
な
も
の
と
の
文
化
的
な
対
立
が
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、

E
U
が
連
邦
国
家
的
な
も
の
に
近

づ
き
、
官
僚
組
織
が
巨
大
に
な
っ
て
く
る
と
、
こ
れ
か
ら
は
北
欧
的
な
も
の
が
前
面
に
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら

の
E
U
が
福
祉
国
家
的
な
も
の
、
労
働
憲
章
的
な
も
の
を
取
り
込
め
ぱ
取
り
込
む
ほ
ど
、
北
欧
諸
国
の
か
な
り
の
犠
牲
を
伴
う
も
の
で
あ

E
u議
会
が
、

る
側
面
に
つ
い
て
だ
け
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る
。

題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

（
四
五
七
）



る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
ス
タ
ン
レ
イ
・
ホ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

も
主
要
な
問
題
の
部
分
的
回
答
に
は
な
り
う
る
」
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、

化
に

E
U
が
適
合
し
て
く
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
あ
っ
て
欲
し
く
て
も
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。

E
u
に
北
欧
的
な
も
の
が
ど
ん
ど
ん
入
っ

て
く
る
時
に
、

フ
ラ
ン
ス
は
そ
れ
に
抵
抗
で
き
な
い
だ
ろ
う
、
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
市
民
が
一
国
単
位
で
異
議
申
し
立
て

(24) 

を
し
て
も
、
は
る
か
に
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
増
大
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
テ
ク
ノ
ラ
シ
ー
の
な
か
に
飲
み
込
ま
れ
埋
没
し
て
し
ま
う
、
と
考
え

第
三
に
、
そ
れ
を
裏
か
ら
言
っ
て
、

す
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

E
u
の
存
在
そ
の
も
の
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
何
よ
り
の
証
拠
で
あ
る
、

と
言
っ
て
よ
い
の
だ
が
、
も
う
少
し
具
体
的
な
問
題
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
例
え
ば
、
選
挙
制
度
で
あ
る
が
、

E
u
議
会
選
挙
は
各
国

と
も
比
例
代
表
制
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
枠
で
あ
っ
て
、
詳
細
は
国
に
よ
っ
て
違
う
。

E
u
政
治
を
も
っ
と
人
々
に
奉
仕
さ

せ、

E
u
の
共
通
善
を
人
々
に
近
い
も
の
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

E
u
政
治
の
潜
在
力
を
利
用
し
て
ゆ
く
た
め
に
、

E
u
議
会
選
挙

の
「
統
一
選
挙
手
続
き
」

(
U
E
P
)
U
n
i
f
o
r
m
 Electoral Procedure
で
行
う
べ
き
で
あ
る
、
そ
の
こ
と
は

E
u
に
対
す
る
市
民
の
政

(25) 

治
参
加
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
さ
ら
に
徹
底
し
た
意
見
も
あ
る
。

る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

る
か
ら
、
北
欧
諸
国
の
要
求
は
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
く
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
東
欧
に

E
U
を
拡
大
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
こ
と

が
、
西
欧
的
な
E
u
に
ど
れ
だ
け
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
非
常
に
難
し
い
。
従
来
の

E
U
諸
国
に
か
な
り
の
負
担
が
増
え
て
く

関
法

（
四
五
八
）

フ
ラ
ン
ス
人
は
「
誰
も
E
U
が
万
能
薬
と
は
見
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で

フ
ラ
ン
ス
と
し
て
は
も
は
や
後
戻
り
は
出
来
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
、
自
分
た
ち
の
国
民
性
、
文

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
る
も
の
は
あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
は
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ

（
『
日
本
経
済
新
聞j、
九
七
•
六
•
三
）
。
た
し
か
に
、

ニ
八
八



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

今
後
各
国
内
に
お
け
る
選
挙
の
制
度
も
そ
う
な
る
か
ど
う
か
、
予
想
は
出
来
な
い
。
た
だ
、

ニ
八
九

フ
ラ
ン
ス
の
一
九
九
七
年
国
民
議
会
選
挙

で、

F
N
が
十
五
％
の
得
票
率
を
あ
げ
な
が
ら
、
議
席
が
一
と
い
う
の
は
お
か
し
い
と
い
う
意
見
も
学
者
の
中
か
ら
出
て
き
て
い
る
。

E

u議
会
の
中
に
政
党
シ
ス
テ
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
各
国
別
の
諸
政
党
同
士
が
、
グ
ル
ー
プ
的
に
結
集
、
分
布
さ
れ

て
ゆ
る
い
政
党
化
が
始
ま
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
「
政
治
面
で
一
体
化
の
原
動
力
に
な
り
う
る
の
は
、
個
々
の
国
益
の
違
い
を
乗

り
越
え
て
理
念
で
ま
と
ま
る
政
党
し
か
な
い
」
と
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
ヒ
ッ
ク
ス
は
指
摘
し
た
（
『
日
本
経
済
新
聞
」
、
九
九
•
四
·

六
）
。
緩
慢
な
形
で
あ
れ
、
各
国
の
諸
政
党
の
交
流
は
、
諸
政
党
の
党
風
、
党
組
織
に
影
響
を
与
え
て
ゆ
く
と
思
わ
れ
る
。
政
党
と
市
民

の
問
題
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
例
え
ば
、
環
境
保
護
政
党
で
あ
る
緑
の
党
な
ど
は
か
な
り
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
政
党
で
あ
る
。
こ
の
党
の

政
策
は
も
と
も
と
イ
ン
タ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
実
現
し
つ
つ
あ
る
政
党

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、

と
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
議
会
や
政
党
だ
け
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
。
圧
力
団
体
・
市
民
運
動
グ
ル
ー
プ
は
、
プ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
雨
後
の
筍
の
よ
う
に
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
策
セ
ク
タ
ー
ご

(26) 

E
u委
員
会
の
担
当
総
局
や
議
会
の
担
当
委
員
会
と
接
触
し
、
影
響
力
を
行
使
し
て
い
る
。

E
u
に
代
議
制
民
主
主
義
は
機
能
す

る
か
に
つ
い
て
、
、

ヒ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
(
-
)
、

む
何
の
生
来
の
文
化
的
相
違
は
考
え
ら
れ
な
い
。
（
二
）
、

（
二
）
に
は
留
保
し
た
い
。
と
く
に
、
（
二
）

E
u
の
市
民
が
―
つ
の
選
挙
民
層
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
阻

E
u
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
出
現
し
つ
つ
あ
る
。
政
党
の
連
合
は
親
ー
反
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
間
で
は
な
く
左
右
の
違
い
の
間
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い
か
ら
く
る
政
治
的
家
系
に
そ
っ
て
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。
（
三
）
、

こ
れ
ら
の
政
党
の
連
合
は
、

E
u議
会
内
外
に
、
凝
集
的
な
政
党
グ
ル
ー
プ
の
枠
組
み
に
向
け
て
各
国
内
や

E
u
議
会
の
有
力
な
政
治
家

(27) 

た
ち
を
結
集
さ
せ
つ
つ
あ
る
。
政
党
指
導
者
サ
ミ
ッ
ト
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
（
三
）
は
と
も
か
く
と
し
て
、
(
-
)
、

に
つ
い
て
は
、
ペ
リ
ノ
ー
の
見
解
の
ほ
う
を
私
は
と
り
た
い
。

（
四
五
九
）



必
要
と
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
社
会
党
は
、

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

第
四
に
、
最
後
に
、
そ
れ
に
関
連
す
る
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
社
会
民
主
主
義
は
復
権
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
「
企
業
よ
り

働
く
者
の
側
に
立
っ
て
、
よ
り
高
い
福
祉
の
水
準
を
目
指
す
」
と
い
う
伝
統
的
な
西
欧
社
会
民
主
主
義
の
流
れ
を
く
む
政
治
勢
力
が
、

E

U
に
加
わ
る
十
五
カ
国
の
う
ち
十
三
カ
国
で
政
権
を
担
っ
た
り
、
参
加
し
た
り
し
て
い
る
。
苦
し
い
財
政
、
大
量
失
業
の
重
圧
、
国
際
的

な
経
済
大
競
争
と
い
う
環
境
の
中
で
、
「
社
民
ら
し
さ
」
は
ど
こ
ま
で
生
き
て
い
る
の
か

測
が
な
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
言
え
ば
、
「
選
挙
に
お
け
る
政
治
勢
力
と
し
て
の
社
会
民
主
主
義
勢
力
は
復
調
し
た
が
、
イ

(28) 

デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
社
会
民
主
主
義
は
そ
う
で
は
な
い
」
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な

「
ジ
ョ
ス
パ
ン
の
方
法
」
に
関
連
す
る
。
「
ジ
ョ
ス
パ
ン
の
方
法
」
を
こ
こ
で
手
短
に
再
論
す
れ
ば
、
そ
れ
は
脱
ミ
ッ
テ
ラ
ン
で
あ
り
、

環
境
保
護
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
目
配
り
し
た
、
共
産
党
、
シ
ュ
ー
ヴ
ェ
ヌ
マ
ン
派
、
緑
の
党
の
連
合
戦
線
（
多
元
的
左
翼
）

で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
従
来
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
や
り
方
を
抜
け
出
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
た
し
か
に
、
イ
ギ
リ
ス
の

プ
レ
ア
内
閣
、
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
内
閣
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
社
会
民
主
党
政
権
と
の
連
帯
と
強
調
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲

げ
は
す
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
時
宜
的
な
も
の
で
あ
り
、
自
ら
の
た
め
に
有
利
に
利
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
言
え
る
。
た
だ
、
遠

景
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
中
道
左
翼
政
権
が
期
せ
ず
し
て
出
揃
っ
た
こ
と
は
、
時
代
の
転
換
点
と
し
て
構
造
的
な
分
析
が

一
九
八
五
年
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
大
会
で
市
場
重
視
へ
の
転
換
を
確
認
し
て
い
る
。

(29) 

こ
の
大
会
は
「
小
さ
な
バ
ー
ド
ゴ
ー
デ
ス
ベ
ル
ク
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
き
た
い
。

(
1
)

関
西
大
学
法
学
研
究
所
第
二
五
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
の
動
向
」
、
『
ノ
モ
ス
」
（
関
西
大
学
法
学
研
究
所
）
、
第
十
一
号
、
二
0

0
0
年
、
一
五
一
ー
一
九
0
頁。

(
2
)
 
Pascal Perrineau, Colette Y
a
m
a
l
,
 ≪Introduction≫, in Daniel B
o
y
 et al. 
(dir.), 
Le vote surprise: 
Les 
elections legislatives des 

関
法

（
『
朝
日
新
聞
』
、
九
九
・
ニ
•
四
）
と
い
う
観

二
九
0

(
四
六
0
)



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

二
九

（
四
六
一
）

法
学
論
集
」
、
第
五
0
巻
第

―
一
三
号
、
一
九
九
九
年
、

2
5
 m
a
i
 et 
1
 

`
 

j
u
i
n
 1
9
9
7
,
 P
r
e
s
s
e
s
 d
e
 S
c
i
e
n
c
e
s
 P
o
,
 1998, p. 
13. 

(
3
)

拙
著
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
選
挙
政
治
』
、
ナ
カ
ニ
シ
ャ
出
版
、
二

0
0
0年
、
一
三
一
頁
。

(
4
)

遠
藤
乾
「
さ
ま
よ
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
」
『
世
界
」
一
九
九
七
年
十
一
月
号
、
三
一
五
頁
。

(
5
)

シ
ル
ヴ
ィ
ー
・
ス
ト
リ
ュ
ー
デ
ル
（
土
倉
莞
爾
・
大
久
保
朝
憲
訳
）
「
フ
ラ
ン
ス
の
右
翼
と
左
翼
」
『
関
西
大
学

三
号
、
二

0
0
0年
、
一
八
五
頁
。

(
6
)

岩
本
勲
「
一
九
九
八
年
フ
ラ
ン
ス
地
方
選
挙
と
右
翼
諸
政
党
の
再
編
成
」
『
大
阪
産
業
大
学
論
集
社
会
科
学
編
』

二
九
四
頁
。

(
7
)

畑
山
敏
夫
「
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
極
右
ー
ル
ペ
ン
の
見
果
て
ぬ
夢
ー
（
三
）
」
『
佐
賀
大
学
経
済
論
集
』
、
第
三
三
巻
第
二
号
、
二

0
0
0年、

三
五
、
三
九
頁
。

(
8
)
 
P
a
s
c
a
l
 P
e
r
r
i
n
e
a
u
 et 
C
o
l
e
t
t
e
 Y
s
m
a
l
,
 ≪Introduction≫, 
in 
P
a
s
c
a
l
 P
e
r
r
i
n
e
a
u
 et 
Colette 
Y
s
m
a
l
 (dir.), 

Le vote des D
o
u
z
e
:
 Les 

忌
c
t
i
o
m
e
u
r
o
P
è
n
n
e
s
 d
e
 j
u
i
n
 1
9
9
4
 `
 
P
r
e
s
s
e
s
 d
e
 la 
F
o
n
d
a
t
i
o
n
 nationale d
e
s
 sciences politiques, 
1995, p. 
15. 
ス
ト
'
"
/
ュ
ー
デ
ル
、

前
掲
論
文
、
一
七
四
頁
。

(
9
)
 

John G
a
f
f
n
e
y
,
 ≪
F
r
a
n
c
e
≫
,
 in Juliet L
o
d
g
e
 (ed.), 
T
h
e
 1
9
9
4
 Elections to t
h
e
 E
u
r
o
p
e
a
n
 P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
,
 Pinter, 1996, p. 
85. 

(10) 
P
a
s
c
a
l
 P
e
r
r
i
n
e
a
u
,
 •
Lぷ
l
e
c
t
i
o
n

e
u
r
o
p
e
e
n
e
 a
u
 m
i
r
o
i
r
 d
e
 l
'
H
e
x
a
g
o
n
e
≫
,
 in 
P
a
s
c
a
l
 P
e
r
r
i
n
e
a
u
 et 
Colette Y
s
m
a
l
 (dir.), 

Le vote 

d
e
s
 D
o
u
z
e
,
 op. cit., 
pp. 2
4
0
 ,
 241. 

(11) 
G
a
f
f
n
e
y
,
 op. cit., 
p. 
89. 
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ア
ラ
ン
・
ギ
ヨ
マ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、

関
法

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

少
し
の
市
民
し
か
投
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行
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な
か
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(28)

森
本
哲
郎
「
一
九
九
0
年
代
後
半
期
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
選
挙
・
政
策
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
第
五
0
巻
第
六
号
、

二
0
0
一
年
、
八
0
頁。

(29)

渡
邊
啓
貴
「
ジ
ョ
ス
パ
ン
仏
社
会
党
政
府
の
政
策
」
『
国
際
問
題
』
第
四
七
一
二
号
、
一
九
九
九
年
八
月
、
三
六
頁
。

一
九
九
九
年
の

E
u議
会
選
挙
（
第
五
回
直
接
選
挙
）
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
謎
を
探

求
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
。
第
一
に
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
に
関
心
を
向
け
た
の
に
、

E
u
の

E
U
加
盟
国
の
多
数
の
国
々
で
社
会
主
義
、
あ
る
い
は
社
会
民
主
主
義
の
政
党
が

国
内
政
治
を
支
配
し
て
い
る
（
四
つ
の
大
国
を
含
ん
で
い
る
）

の
に
、
今
回
の

E
u議
会
選
挙
で
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
党
」

P
a
r
t
y

（四六―-）



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

一
九
九
九
年
の
六
月
十
日
と
十
三
日
の

E
u議
会
選
挙
の
結
果
で
、
最
も
顕
著
な
変
化
は
、
二
つ
の
大
政
党
グ
ル
ー
プ
の
位
置
の
逆
転

で
あ
る
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
党
」

(
P
E
s
)

は
三
十
議
席
失
っ
た
。
反
対
に
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
民
党
」

(
E
P
P
)

は
二
十
議
席
増
と

(
2
)
 

な
り
、
新
議
会
の
最
大
会
派
と
な
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ

E
u十
五
カ
国
か
ら
選
出
さ
れ
た
新
議
会
の
政
党
の
力
関
係
は

E
u全
体
を
通
し
て
国
々
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。
も
っ
と

も
重
要
な
変
化
は
、
二
、
三
の
大
国
に
現
れ
た
。
皮
肉
な
こ
と
で
あ
る
が
、
投
票
率
の
も
っ
と
も
低
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
起
き

た
変
化
は
一
番
大
き
か
っ
た
。
労
働
党
は
六
二
議
席
か
ら
二
九
議
席
に
減
少
し
た
。
保
守
党
は
十
八
議
席
か
ら
三
六
議
席
に
倍
増
し
た
。

結
果
、
こ
の
国
の
投
票
結
果
だ
け
が
、

自
由
民
主
党
は
二
議
席
か
ら
五
倍
増
の
十
議
席
と
な
っ
た
。
こ
の
国
で
四
人
に
一
人
の
み
が
い
や
い
や
投
票
し
た
（
投
票
率
、
二
四
％
）

(
3
)
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
議
会
の
主
要
な
政
党
間
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。

ド
イ
ツ
で
は
、
変
化
は
小
さ
い
が
意
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
社
会
民
主
党

(
S
P
D
)
は
七
議
席
、
緑
の
党
は
五
議
席
失
っ
た
が
、
他

(
4
)
 

方
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
政
党
と
そ
の
同
盟
者
は
六
議
席
増
加
さ
せ
、
元
共
産
党
の

P
D
S
は
六
議
席
獲
得
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
タ
ピ
が
率
い
た
急
進
党
行
動
派
の
リ
ス
ト
の
消
滅
は
社
会
党
の
十
五
議
席
か
ら
ニ
ニ
議
席
へ
の
増
加

ン
ド
で
そ
れ
ぞ
れ
ニ
―
名
と
十
六
名
で
あ
る
。

第
二
の
局
面
は
、

一
九
九
五
年
九
月
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
二
二
名
、
第
三
の
局
面
は
、

二九一――

（四六一

一
九
九
六
年
十
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
フ
ィ
ン
ラ

れ
ま
で
の
前
議
員
は
三
つ
の
局
面
で
選
ば
れ
て
い
た
。
第
一
の
局
面
は
、

一
九
九
四
年
六
月
、
当
時
の
加
盟
国
十
ニ
カ
国
か
ら
五
六
七
名
。

of E
u
r
o
p
e
a
n
 Socialists 
(
P
E
s
)
 は
そ
の
支
配
的
地
位
を
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
者
と
保
守
主
義
者
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
民
党
」

(
1
)
 

E
u
r
o
p
e
a
n
 P
e
o
p
l
e
s
'
P
a
r
t
y
 
(
E
P
P
)

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
の
六
月
十
日
と
十
三
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
は
六
二
六
名
の
議
員
が
初
め
て
一
度
に
選
ば
れ
た
選
挙
で
あ
っ
た
。
そ



第
五
一
巻
ニ
・
三
号

を
も
た
ら
し
た
。
右
翼
・
中
道
の
政
党
で
あ
る
R
P
R
と
U
D
F
は
別
々
の
リ
ス
ト
で
競
合
し
、
ど
ち
ら
も
七
議
席
失
っ
た
。
ド
・
ヴ
ィ

リ
エ
と
パ
ス
ク
ワ
に
率
い
ら
れ
た
反
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
リ
ス
ト
は
、
右
翼
・
中
道
の
政
党
の
中
で
は
、
単
一
政
党
で
最
大
と
な
る
十
三

(
5
)
 

議
席
を
獲
得
し
た
。

ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
諸
政
党
の
分
布
に
劇
的
な
変
化
が
お
き
た
。
ド
イ
ツ
で
は
与
党
連
合
の
得
票
率
は
五
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
、
明
確
な
勝
利
者
で
あ
る
C
D
u
と
C
S
U
は
四
八
・
七
％
の
得
票
率
で
、

一
九
九
四
年
に
較
べ
て
十
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

(
6
)
 

元
共
産
党
の
P
D
S
は
、
得
票
率
が
ほ
と
ん
ど
六
％
の
上
昇
し
て
六
議
席
獲
得
と
な
っ
た
。

道
が
分
裂
し
た
の
で
、
力
関
係
の
分
布
を
測
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ド
・
ゴ
ー
ル
派
、
自
由
主
義
者

(
D
L
と

Force
D
e
m
o
 ,
 

crate
民
主
主
義
派

[
U
D
F
]
）
は
敗
北
し
た
。
す
で
に
分
裂
し
て
い
た
F
N
か
ら
の
二
つ
の
リ
ス
ト
も
同
様
に
敗
北
し
た
。
勝
利
者
は
、

緑
の
党
、
極
左
の
「
労
働
者
闘
争
派
1
1
共
産
主
義
革
命
同
盟
」
〈
Lutte
Ouvriere ,
 
Ligue C
o
m
m
u
n
i
s
t
e
 Revolutionnaire〉

I
I
L
o

|
L
C
R
、
奇
妙
な
「
地
方
連
合
」
で
あ
る
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
〈
Chasse,
Peche, Nature, Traditions〉

I
I
C
P
N

(
7
)
 

T
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
政
党
は
す
べ
て
五
％
の
敷
居
を
越
え
て
議
席
を
獲
得
し
た
。

投
票
結
果
に
お
け
る
政
党
間
の
勢
力
分
布
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
し
か
し
、
投
票
率
が
あ
ま
り
に
も
低
い
た
め

に
こ
の
変
化
を
ど
う
解
釈
す
る
か
は
困
難
で
あ
る
。
労
働
党
の
得
票
率
は
劇
的
に
十
五
ポ
イ
ン
ト
落
ち
て
二
八
％
と
な
っ
た
。
保
守
党
は

九
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
三
五
・
八
％
と
な
っ
た
。
緑
の
党
と
イ
ギ
リ
ス
独
立
党

U
K
Independence Party
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
・
ニ
％
と

(8) 

七
％
の
得
票
率
と
な
り
議
席
を
獲
得
し
た
。

E
u議
会
選
挙
を
取
り
巻
く
状
況
の
中
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
が
発
展
し
な
か
っ
た
理
由
を
考
え
て
み
よ
う
。
第
一
の
発
展
の
契
機
は
ユ
ー

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
投
票
率
は
四
六
・
八
％
に
落
ち
た
。

一
九
九
四
年
に
は
左
翼
・
中
道
が
分
裂
し
た
が
、

関
法

一
九
九
九
年
に
は
右
翼
・
中

二
九
四
（
四
六
四
）



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

二
九
五
（
四
六
五
）

一
九
九
九
年
初
頭
の

E
u委
員
会
の
危
機
は
、

一
九
九

ロ
十
一
カ
国
に
よ
る
交
換
レ
ー
ト
の
「
凍
結
」
と
一
九
九
九
年
一
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
銀
行
に
よ
る
通
貨
管
理
政
策
の
接
収
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ

Lafontaine
ド
イ
ツ
蔵
相
の
辞
任
は
こ
の
よ
う
な
流
れ
を
止
め
て
し
ま
っ
た
。
第
二
の
発
展
の
契
機
は
一

九
九
九
年
五
月
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
に
よ
り
大
き
な
権
限
を
与
え
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
の
発
効
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

の
制
度
改
革
も
、

E
u委
員
会
の
考
え
も
、
普
通
の
市
民
に
充
分
理
解
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
第
三
の
発
展
の
契
機
は
中
央
な
ら
び
に

東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の

E
U
加
盟
国
の
拡
大
や
現
存
の
政
策
（
と
く
に
農
業
政
策
）

の
改
革
が
ゆ
っ
く
り
と
お
そ
る
お
そ
る
進
ん
で
い
る
こ

(
9
)
 

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
懐
疑
的
な
反
対
意
見
を
押
さ
え
て
統
合
実
現
の
潜
在
的
力
を
発
揮
さ
せ
る
ま
で
に
到
っ
て
い
な
い
。

し
か
も
、

E
u
を
取
り
巻
く
環
境
の
悪
化
は
次
の
よ
う
な
面
に
現
れ
て
い
る
。

九
年
五
月
の
「
賢
人
」
報
告
と

E
u委
員
会
の
全
員
辞
職
で
頂
点
に
達
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て

E
u議
会
は
何
の
影
響
力
も
発
揮
で
き
な

か
っ
た
（
た
だ
し
、
さ
き
に
も
述
べ
た
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
別
の
見
解
も
あ
る
）
。

E
u委
員
会
は
辞
職
し
た
が
、
暫
定
委
員
会
と
し

て
実
権
を
握
り
、
年
金
を
含
む
自
分
た
ち
の
利
益
は
確
保
し
た
。
後
継
委
員
長
は

E
u首
脳
会
議
で
ロ
マ
ノ
・
プ
ロ
ー
デ
ィ

R
o
m
a
n
o

(10) 

P
r
o
d
i
に
決
ま
っ
た
が
、
委
員
長
や
委
員
の
人
選
に
も

E
u
議
会
は
公
的
に
承
認
す
る
ほ
か
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
。

コ
ソ
ボ
の
動
乱
も
大
き
い
。
コ
ソ
ボ
動
乱
は

E
u議
会
選
挙
前
の
期
間
を
通
し
て
メ
デ
ィ
ア
の
主
要
な
焦
点
で
あ
り
、
公
衆
の
関
心
を

(11) 

引
き
つ
け
た
。
コ
ソ
ボ
の
問
題
に
比
較
す
れ
ば

E
u議
会
選
挙
は
い
く
ぶ
ん
重
要
性
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
主
要
な
戦
い
は
左
翼
と
右
翼
の
間
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
同
じ
陣
営
の
中
で
戦
い
が
展
開
さ
れ
た
。
シ
ラ
ク
の

中
道
ー
右
翼
連
合
は
さ
ら
に
分
解
し
た
。
以
前
に
は
シ
ラ
ク
を
支
持
し
て
い
た
パ
ス
ク
ワ
は
、
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
に
率
い
ら
れ
る
反
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
統
合
の
集
団
に
加
わ
っ
た
。

R
P
R
と
U
D
F
は
別
々
の
リ
ス
ト
を
作
っ
て
互
い
に
競
争
し
た
。
従
来
は
漠
然
と
し
た
地
方
の
反

動
的
な
政
党
で
あ
っ
た
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
が
あ
る
程
度
の
信
用
、
得
票
、
議
席
を
獲
得
し
た
。
社
会
党
と
緑
の
党
は
、
散



第
五
一
巻
ニ
・
三
号

文
的
だ
っ
た
と
し
て
も
、
異
例
に
も
協
調
を
保
持
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
効
果
的
に
選
挙
運
動
を
行
っ
た
。
全
体
と
し
て
活
気
の
な
い
選
挙
運

動
で
あ
っ
た
が
、
中
道
|
右
翼
と
極
右
そ
れ
ぞ
れ
内
部
の
か
つ
て
は
同
盟
者
で
あ
っ
た
同
志
の
激
し
い
衝
突
が
、
時
と
し
て
、
選
挙
運
動

を
賑
や
か
に
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
は
短
期
間
に
配
布
さ
れ
、
討
論
や
公
的
な
大
集
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
無
関
心
が
幅
を
き
か
せ
た
こ

(12) 

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
投
票
率
は
事
前
に
予
想
さ
れ
た
ほ
ど
低
く
は
な
か
っ
た
。

ド
イ
ツ
の
選
挙
運
動
も
低
調
で
あ
っ
た
。

S
P
D
と
緑
の
党
の
指
導
者
は
ほ
と
ん
ど
運
動
し
な
か
っ
た
。
多
分
彼
ら
は
、
ド
イ
ツ
が
E

u議
長
国
で
あ
る
間
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
導
権
が
、
ド
イ
ツ
の
選
挙
民
に
、
ド
イ
ツ
国
内
の
続
々
と
あ
る
困
難
さ
ー
と
く
に
、
失
業
、

緩
慢
で
大
胆
さ
に
欠
け
る
諸
改
革
、
そ
し
て

S
P
D
、
緑
の
党
内
部
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
分
裂
ー
|
を
忘
れ
さ
せ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ

う。

C
D
u
と
C
S
u
の
指
導
者
た
ち
は
、
「
S
P
D
は
ド
イ
ツ
を
統
治
す
る
能
力
に
欠
け
る
か
ら
E
u
議
会
で
思
い
通
り
に
さ
せ
る
わ

け
に
は
ゆ
か
な
い
」
と
主
張
し
て
、
選
挙
運
動
の
焦
点
を
国
内
政
策
の
失
敗
に
お
い
た
。
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
ま
っ
た
く
別
の
理
由
か
ら

(13) 

で
は
あ
っ
た
が
、
元
共
産
党
の

P
D
S
に
よ
っ
て
反
響
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
九
九
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
を
通
し
て
市
民
か
ら
統
治
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
何
で
あ
る
か
、
解
釈
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て

む
ず
か
し
い
仕
事
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
選
挙
結
果
の
も
っ
と
も
衝
撃
的
な
問
題
点
は
、

な
っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
横
断
し
て
明
ら
か
に
認
定
で
き
る
共
通
の
傾
向
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
投
票
結
果
だ
け

見
れ
ば
、

E
P
P
と
P
E
S
と
い
う
二
巨
大
グ
ル
ー
プ
の
重
要
度
の
低
落
は
、
す
で
に
一
九
九
四
年
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た
が
、
続
い
て

い
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
国
家
内
地
域
政
党
や
反
統
合
政
党
を
含
む
小
政
党
へ
の
支
持
は
増
大
し
て
き
て
い
る
。
社
会
主
義
者
は
加
盟
国
十

五
カ
国
の
う
ち
十
一
カ
国
の
政
権
を
保
持
し
て
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
直
前
に
中
道
左
翼
の

E
u
委
員
長
を
選
出

し
て
い
た
の
に
、
敗
北
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
た
だ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
は
、

E
u
の
強
力
だ
が
あ
い
ま
い
な
執
行
府
（
選
挙
前

関
法

一
九
九
四
年
と
同
じ
く
、
国
家
ご
と
に
異

二
九
六

（
四
六
六
）



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

の
プ
ロ
ー
デ
ィ
委
員
長
就
任
に
見
ら
れ
る
）

で
は
な
く
、
弱
い
立
法
府
の
代
表
を
選
ん
だ
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
「
第
二
次
的
な
」
だ
け
で

(14) 

な
く
、
「
無
責
任
な
」
選
挙
に
留
ま
っ
て
い
る
。
結
局
、
選
挙
民
は
統
治
者
に
対
し
て
も
批
判
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
と
言
え
よ
う
。

初
め
て
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
で
投
票
率
は
五
十
％
を
下
回
っ
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

二
九
七

（
四
六
七
）

一
九
九
九
年
の

E
u
議
会
選
挙
は
、

E

(15) 

u議
会
の
市
民
へ
の
妥
当
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が

E
U
諸
国
の
間
で
悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
1
)
 
A
l
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i
n
 G
u
y
o
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r
c
h
,
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＾
 
T
h
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p
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プ
ロ
ー
デ
ィ
の
イ
タ
リ
ア
国
内
に
お
け
る
政
治
行
動
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
村
上
信
一
郎
「
プ
ロ
ー
デ
ィ
の
失
脚
・
ダ

レ
ー
マ
の
挫
折
・
「
オ
リ
ー
ヴ
の
木
」
の
自
殺
；
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
下
で
の
中
道
左
派
政
権
の
ア
ポ
リ
ア
」
『
神
戸

外
大
論
叢
』
第
五
一
巻
第
七
号
、
二
0
0
0
年
、
二
九
ー
四
六
頁
。
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d
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,
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7
1
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第
五
一
巻
ニ
・
三
号

平
均
し
て
有
権
者
数
の
半
数
以
下
で
あ
り
、

周
辺
の
地
域
に
お
い
て
、

一
九
五

0
年
以
来
「
も
っ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を

次
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
A
.
L
・
テ
ア
ス
デ
イ
ル
の
論
説
を
要
約
し
な
が
ら
、
別
の
角
度
か
ら
こ
の
一
九
九
九
年

E
u議
会
選

挙
を
考
え
て
み
よ
う
。
六
月
十
—
+
-
＝
日
のE
u

議
会
選
挙
は
十
五
カ
国
の
う
ち
三
カ
国
を
除
い
て
投
票
率
が
低
下
し
た
。
投
票
者
数
は

(
1
)
 

一
九
七
九
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
始
ま
っ
て
以
降
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

E
U
諸
国
の
う
ち
で
い
く
つ
か
の
国
々
で
は
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
よ
り
緊
密
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
持
つ
政
治
的

含
意
は
公
然
と
し
た
論
争
と
な
り
、
中
道
右
翼
の
諸
政
党
を
分
裂
さ
せ
、
左
翼
を
政
権
へ
と
駆
り
立
て
た
。
現
在
の

E
U
加
盟
国
や
そ
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
経
済
、
社
会
、
政
治
の
強
力
な
要
因
と
な
っ
て
作
用
し
て
い
る
。
事
実
、

E
U
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
地
域
の
レ
ベ
ル
で
、
行
政
に
お
い
て
も
利
益
団
体
に
お
い
て
も
、
国
家
と
均
衡
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
国
内
政

治
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
増
大
す
る
重
要
性
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
将
来
に
つ
い
て
国
家
の
政
策
を
表
明
す
る
伝
達
手
段
と
し
て
の
何
ら

(
2
)
 

か
の
促
進
す
る
役
割
を
担
わ
せ
る
よ
う
に
、

E
u議
会
選
挙
を
変
化
さ
せ
る
ま
で
に
は
到
っ
て
い
な
い
。

E
u
議
会
選
挙
へ
の
非
参
加
を
説
明
す
る
た
め
に
従
来
次
の
よ
う
な
論
議
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、

E
u
議
会
は

E

u政
治
の
中
心
的
な
問
題
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
権
力
は
依
然
と
し
て
基
本
的
に
は
加
盟
国
政
府
に
よ
っ
て
首
脳

会
議
の
場
で
行
使
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、

E
u議
会
の
政
治
的
分
割
は
明
確
な
政
党
の
線
で
構
造
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
多
く

の
政
治
的
グ
ル
ー
プ
は
多
様
で
あ
り
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
そ
れ
だ
け
で
は
多
数
派
に
な
れ
ず
、
す
べ
て
の
決
定
は
妥
協
的
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
に
、

E
u
議
会
は
そ
れ
自
身
、
深
化
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
擁
護
者
で
あ
り
、

貫
し
て
推
進
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、

E
u
政
治
の
強
力
な
中
心
部
の
発
展
を
縮
小
す
る
か
停
止
し
た
い
と
望
ん
で
い
る
者
は
誰
で
も
、

関
法

二
九
八

（
四
六
八
）



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月
E
u議
会
選
挙

二
九
九
（
四
六
九
）

E
u
議
会
選
挙
に
投
票
す
る
こ
と
に
関
心
を
持
た
な
い
。

E
u
議
会
選
挙
の
ま
さ
に
背
景
を
な
す
も
の
は
、

E
u
議
会
そ
の
も
の
に
現
れ

北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
道
右
翼
、
緑
の
党
の

E
u
議
会
議
員
に
よ
る
数
ヵ
月
に
わ
た
る
圧
力
は
、
議
会
の
多
数
の
賛
同
を
得
て
調
査
委
員

会
が

E
u
執
行
府
の
責
任
者
の
重
大
な
誤
っ
た
運
営
や
詐
欺
の
事
例
を
発
見
す
る
と
、
サ
ン
テ
ー
ル

S
a
n
t
e
r
委
員
会
に
辞
任
す
る
よ
う

(
3
)
 

に
き
び
し
く
迫
り
、
結
果
と
し
て
一
九
九
九
年
三
月
十
五
日
の

E
u
委
員
会
全
員
の
辞
職
と
な
っ
た
。

E
u
議
会
が
ど
こ
ま
で

E
u
委
員
会
や

E
u
委
員
長
の
行
動
を
規
定
で
き
る
か
、
と
い
う
の
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
す
で
に
、

八
九
年
、
当
時
の

E
C
議
会
の
社
会
党
グ
ル
ー
プ
の
一
部
議
員
が
、
ド
ロ
ー
ル
委
員
会
の
社
会
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
不
十
分
だ
と
し
て
、

不
信
任
案
を
提
出
す
る
構
え
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
ド
ロ
ー
ル
委
員
会
と
同
グ
ル
ー
プ
の
間
に
特
別
会
合
が
設
け
ら
れ
、
ド
ロ
ー
ル
委
員
会

(4) 

は
社
会
問
題
に
対
し
て
よ
り
積
極
的
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ
る
。

E
u
十
五
加
盟
国
、
二
億
八
千
九
百
万
人
の
選
挙
民
が
六
月
十
日
と
十
三
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
実
際
に

投
票
し
た
の
は
一
億
四
千
三
百
万
人
の
選
挙
民
が
投
票
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
彼
ら
は
約
一
万
人
の
候
補
者
、
三

0
三
の
政
党
リ
ス
ト
か
ら

―
二
八
く
ら
い
の
各
国
の
政
党
か
ら
選
ば
れ
た
六
二
六
人
の
議
員
た
ち
は
大
体
七
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
落
ち
着
い
て
行
く
。
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

E
u
議
会
内
の
勢
力
の
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
左
翼
か
ら
右
翼
へ
の
議
席

の
移
動
は
た
だ
の
十
八
議
席

(
E
u
議
会
議
員
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
ニ
・
九
％
）
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
十

八
議
席
増
1

そ
し
て
以
前
見
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
過
剰
す
ぎ
た
議
席
数
は
終
わ
り
を
告
げ
た
ー
だ
け
が

E
u
議
会
全
体
の
左

(
5
)
 

翼
ー
右
翼
の
勢
力
変
化
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

E
u
十
五
加
盟
国
を
通
し
て
み
た
各
国
別
に
見
た
選
挙
結
果
の
勢
力
分
布
の
パ
タ
ー
ン
は
様
々
で
あ
る
。
英
独
仏
伊
西
の
五
大
国
の
議

六
二
六
人
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
議
員
を
選
ん
だ
。

た
E
U
が
重
要
な
政
治
的
危
機
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

一
九



た
。
緑
の
党
が
後
退
し
た
主
な
国
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
得
票
率
十
七
・
ニ
％
か
ら
九
・
四
％
）
、

ド
イ
ツ
（
得
票
率
十
・
-
％
か
ら
六

率
ニ
・
九
％
か
ら
九
・
七
％
）
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
得
票
率
六
・
八
％
か
ら
九
・
三
％
）
、
イ
ギ
リ
ス
（
得
票
率
―
―
―
・
ニ
％
か
ら
六
・
三
％
）
と
前

（
得
票
率
七
・
六
％
か
ら
十
一
ニ
・
四
％
）
、
オ
ラ
ン
ダ
（
得
票
率
三
・
七
％
か
ら
十
一
・
九
％
）
、

フ
ラ
ン
ス
（
得
票

（
得
票
率
十
一
・
五
％
か
ら
十
五

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

三
0
0

（
四
七
0
)

席
を
取
り
上
げ
る
と
、
四
二
四
議
席
で
全
体
の
六
八
％
に
な
る
が
、
二
国
だ
け
が
右
翼
に
移
行
す
る
イ
ギ
リ
ス
は
劇
的
に
、
ド
イ
ツ

は
意
義
深
く
が
、
三
国
は
左
翼
に
移
行
す
る
l

フ
ラ
ン
ス
は
意
義
深
く
、
イ
タ
リ
ア
と
ス
ペ
イ
ン
は
控
え
め
に
ー
。
別
の
言
い

方
を
す
れ
ば
、
四
大
国
は
国
内
で
左
翼
が
政
権
に
つ
い
て
い
る
が
、
二
国
は
右
翼
へ
、
あ
と
二
国
は
左
翼
へ
移
行
し
た
。
五
大
国
中
唯
一

(
6
)
 

の
右
翼
政
権
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
微
小
に
左
翼
に
移
行
し
た
。

E
u
全
体
を
通
し
て
い
く
つ
か
の
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
に
、
右
翼
に
移
行
し
た
の
は
四
カ
国
に
比
べ
、
多
数
の
国
々

国
）
が
左
翼
に
移
行
し
た
と
は
い
え
、
そ
し
て
八
カ
国
の
内
六
カ
国
に
お
い
て
社
会
主
義
政
党
が
政
権
党
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
く
つ

か
の
政
党
自
身
は
現
実
に
は
議
席
を
減
ら
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ギ
リ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
見
ら
れ
、

こ
れ
ら
の
国
々
で
は
社
会
主
義
政
党
の
首
相
を
持
っ
て
い
な
が
ら
そ
の
政
党
は
議
席
を
減
ら
し
、
左
翼
全
体
は
議
席
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。

社
会
主
義
政
党
が
政
権
党
で
あ
り
、
そ
れ
が

E
u
議
会
選
挙
の
勝
利
に
直
結
し
た
国
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
み
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ

ツ
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
、

今
回
の

E
u
議
会
選
挙
の
結
果
、

議
会
選
挙
に
お
い
て
、
実
際
よ
り
も
も
っ
と
大
き
な
左
か
ら
右
へ
の
揺
れ
が
あ
っ
た
一
般
的
な
印
象
を
持
つ
こ
と
を
助
け
る
で
あ
ろ
う
。

P
E
S
グ
ル
ー
プ
は

E
u
議
会
左
翼
の
六
四
・
七
％
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
以
前
は
七
ニ
・
三
％
だ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
の
第
二
の
特
徴
は
、
緑
の
党
の
見
事
な
勝
利
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ベ
ル
ギ
ー

九
％
）
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ベ
ル
ギ
ー
に
お
け
る
社
会
主
義
政
党
の
同
様
の
敗
北
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と
は

E
u

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

回
よ
り
も
得
票
率
を
伸
ば
し
、

ス
ペ
イ
ン
で
は
四
・
五
％
で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
ま
た
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
十
・
七
％
と
現
状
を
維
持
し

関
法

（
八
ヵ



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

な
る
こ
と
を
続
け
て
い
る
。

Nicole F
o
n
t
a
i
n
e
が
、

四
％
）
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
得
票
率
八
・
六
％
か
ら
六
・
七
％
）

で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
確
固
と
し
た
得
票
率
と
議
席
を
分
有
し
て
い
る
。

(
8
)
 

緑
の
党
は
今
回
の

E
u議
会
選
挙
の
成
功
で
一
段
と
国
内
政
治
に
お
い
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
に
お
い
て
も
重
要
な
行
為
者
と
な
っ
た
。

第
三
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
を
表
に
出
し
て
選
挙
を
戦
っ
た
政
党
も
善
戦
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
、

ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
・
リ
ス
ト
、
イ
タ
リ
ア
の
急
進
派
と
民
主
派
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
自
由
主
義
者
、

フ
ラ
ン
ス
の
パ
ス
ク
ワ

II

デ
ン
マ
ー
ク
の
反

E
u政
党
な
ど
で
あ

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
し
て
は
っ
き
り
と
し
た
意
思
表
―
―
ぃ
ー
緊
密
な
統
合
に
賛
成
で
あ
れ
反
対
で
あ
れ
|
ー
を
し
た
諸
政
党
は
、

ヨ
ー

(
9
)
 

ロ
ッ
パ
規
模
で
投
票
率
が
低
下
し
て
い
る
文
脈
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
支
持
を
動
員
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

E
u
議
会
選
挙
の
長
期
的
な
政
治
的
意
味
は
、

E
u
議
会
が
次
の
任
期
の
五
年
間
に

E
u
の
政
策
決
定
に
ど
の
程
度
影
響
力
を
与
え
る

か
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
な
っ
て
来
よ
う
。
強
化
さ
れ
た
中
道
|
右
翼
の
多
数
派
の
効
果
は
、

E
p
p
/
E
D
グ
ル
ー
プ
と

E
L
D
R
左

派
の
関
係
如
何
、
右
翼
に
属
す
る
種
々
の
断
片
的
勢
力
の
投
票
パ
タ
ー
ン
に
依
存
す
る
だ
ろ
う
。
ち
ょ
う
ど
、
ニ
コ
ル
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ

一
九
九
九
年
七
月
二
十
日
、
三
百
票
で
、

P
E
s
か
ら
の
候
補
者
マ
リ
オ
・
ソ
ア
レ
ス
M
a
r
i
o
S
o
a
r
e
s
の
二
百

票
、
緑
の
党
の
候
補
者
ハ
イ
ド
・
オ
ウ
タ
ラ
H
e
i
d
e
H
a
u
t
a
l
a
の
四
九
票
を
破
っ
て
、

(10) 

が
広
範
に
統
一
す
れ
ば
、
大
き
な
勢
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

E
u議
会
議
長
に
当
選
し
た
よ
う
に
右
翼
勢
力

E
u
議
会
選
挙
の
結
果
は
、

E
u
議
会
内
の
主
な
政
治
的
グ
ル
ー
プ
間
の
力
学
に
い
く
つ
か
の
重
要
な
変
化
を
記
し
た
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

E
p
p
/
E
D
グ
ル
ー
プ
は
、
単
な
る
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
砦
と
な
る
よ
り
は
、
中
道

i翼
の
包
括
勢
力
に

一
九
八

0
年
代
後
半
に
始
ま
っ
た
拡
大
路
線
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
一
九
七
九
年
以
来
初
め
て

E
u
議
会
に

お
け
る
多
数
派
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
果
を
あ
げ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ン

バ
ー
の
せ
い
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
保
守
的
な
色
彩
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
党
の
勝
利
に
加
え
て
、

三
0
1

（
四
七
一
）

フ
ラ
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(
1
)
 

一
九
六

0
年
代
ド
・
ゴ
ー
ル
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
分
離
グ
ル
ー
プ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

(11) 

れ
を
断
念
し
て
こ
の
た
び
E
P
P
/
E
D
グ
ル
ー
プ
に
移
行
し
て
来
た
か
ら
で
あ
る
。

P

E

S
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
こ
十
年
支
配
的
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
支
配
か
ら
劇
的
に
再
均
衡
へ
と
動
い
た
。
イ
ギ

リ
ス
労
働
党
は
旧
E

u
議
会
議
員
の
時
は
P

E

S
の
二
九
％
を
占
め
て
い
た
。
今
や
十
七
％
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
S

P

D
の
敗
北
、

ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
社
会
主
義
政
党
の
躍
進
、

プ
の
重
心
が
あ
き
ら
か
に
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
方
に
移
っ
た
。

P

E

S
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
ポ
ー
ラ
イ
ン
・
グ
リ
ー
ン

P
a
u
l
i
n
e
G
r
e
e
n
か

(12) 

ら
ア
ン
リ
ケ
・
バ
ロ
ン
・
ク
レ
ス
ポ

E
n
r
i
q
u
e
B
a
r
o
n
 C
r
e
s
p
o
に
替
わ
っ
た
こ
と
は
こ
の
重
心
移
動
を
反
映
し
て
い
る
。

ン
ス
の

R
P
R
が、

関
法

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

――1
0
ニ
（
四
七
二
）

ス

フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
リ
ス
ト
の
一
本
化
に
よ
る
強
化
と
あ
い
ま
っ
て
P

E

S
グ
ル
ー



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

「
フ
ラ
ン
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
独
立
連
合
」

こ
こ
で
、
対
象
を
フ
ラ
ン
ス
に
絞
り
、
主
と
し
て
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
ジ
ャ
フ
レ
に
し
た
が
っ
て
、
問
題
点
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
選
挙
結

果
に
つ
い
て
は
末
尾
の
附
表
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
二
十
年
目
、
五
回
目
の
選
挙
と
な
っ
た

E
u議
会
選
挙
は
、
諸
政
党
に
と
っ

て
は
不
安
の
種
で
あ
り
、
多
数
の
選
挙
民
に
と
っ
て
は
無
知
の
対
象
で
あ
っ
た
。
大
論
争
も
関
心
の
盛
り
上
が
り
も
な
か
っ
た
選
挙
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
後
、
六
月
十
三
日
の
選
挙
結
果
は
非
常
に
高
い
棄
権
率
と
な
っ
て
現
れ
た
。
五
ニ
・
ニ
％
の
棄
権
は
、

ニ
ュ
ー
・
カ
レ
ド
ニ
ア
に
関
す
る
国
民
投
票
を
除
け
ば
、

で
読
み
取
れ
る
の
は
、

と
く
に
パ
ス
ク
ワ
と
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
に
率
い
ら
れ
る

〈

R
a
s
s
e
m
b
l
e
m
e
n
t
p
o
u
r
 la F
r
a
n
c
e
 et L
'
I
n
d
e
p
e
n
d
a
n
c
e
 d
e
 !
'
E
u
r
o
p
e〉

I
I
R
F
I
E
の
リ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
右
翼
の
反
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
圧
力
と
、
緑
の
党
や
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
の
よ
う
な
環
境
派
の
リ
ス
ト
の
成
功
に
よ
る
反
古
典
的
政
党
圧
力
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
政
権
に
あ
る
多
元
的
左
翼

g
a
u
c
h
e
plurielle
に
は
損
傷
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
穏
健
右
翼
は
、
十
五
年
振
り
の
極
右
の
弱

化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
利
な
展
開
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
付
言
す
れ
ば
、
白
票
、
無
効
投
票
に
加
え
て
「
周
辺
勢
力
」
（
伝
統
的
な

四
大
政
党
で
あ
る
共
産
党
、
社
会
党
、

へ
の
投
票
の
合
計
が
有
効
投
票
の
四
九
％
に
な
る
。
こ
れ
に
棄
権

(2) 

率
を
上
乗
せ
す
る
と
、
七
八
・
三
七
％
で
、
選
挙
民
の
た
っ
た
ニ
ニ
％
弱
の
み
が
四
大
政
党
を
支
持
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

大
量
の
棄
権
の
理
由
と
し
て
は
、

一
九
八
八
年
の

フ
ラ
ン
ス
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
選
挙
の
中
で
史
上
最
高
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙

R

P

R
、
U
D
F
以
外
の
党
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
と
い
う
実
感
を
も
つ
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
、
「
フ
ラ
ン
ス
人
で

あ
る
と
同
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
る
」
と
考
え
る
人
は
質
問
を
受
け
た
人
の
三
三
％
し
か
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
四
年
前
の
同
様
の
質

12 

四

Ibid., 
pp. 4
5
3
 ,
 45
4
.
 

三
0
1
――
（
四
七
三
）



F
N
の
得
票
率
は
、

一
九
九
四
年
の

E
u議
会
選
挙
で
は
十
％
だ
っ
た
が
、

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

一
九
八
九
年
に
は
六
県
、

一
九
九
五
年
か
ら
一
九
九
八
年
に
か
け
て
、
大
統
領
選
挙
、

一
九
九
四
年
に
は
二
県
だ
っ
た
。
ソ
ン
ム

Somme
県
で
は

三
0
四

（
四
七
四
）

問
の
回
答
よ
り
も
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
ま
た
、
月
収
五
千
フ
ラ
ン
以
下
の
人
た
ち
の
六
一
％
が
今
度
の
選
挙
を
棄

(
3
)
 

権
し
た
が
、
二
万
フ
ラ
ン
以
上
の
人
た
ち
は
三
二
％
し
か
棄
権
し
な
か
っ
た
。

反
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
局
面
の
も
う
ひ
と
つ
の
要
素
は
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
の
リ
ス
ト
が
多
数
の
得
票
を
獲
得
し
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
選
挙
制
度
の
も
と
で
第
三
の
勢
力
と
な
る
た
め
に
、
こ
の
派
は
得
票
率
五
％
の
枠
を
超
え
、

E
u議
会
に
議
席
を
確
保
し
た
。

す
な
わ
ち
、
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
は
百
万
票
以
上
の
得
票
数
で
六
・
九
％
の
得
票
率
と
な
り
、
本
国
だ
け
の
得
票
数
で
は
議
席

の
取
れ
な
か
っ
た
共
産
党
を
凌
駕
し
た
。
た
だ
し
、
共
産
党
は
海
外
県
の
票
で
議
席
を
確
保
し
た
。
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
は

二
二
の
県
で
十
％
以
上
の
得
票
率
を
確
保
し
た
。

二
七
％
の
得
票
率
と
な
り
、
そ
の
県
に
お
け
る
す
べ
て
の
リ
ス
ト
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
は
男
性
票
が

圧
倒
的
に
多
く
、
調
査
に
よ
れ
ば
、
男
性
七
三
％
、
女
性
二
七
％
と
な
る
。
こ
の
割
合
は
八
九
年
、
九
四
年
も
同
じ
で
あ
る
。
同
じ
く
調

査
に
よ
れ
ば
、
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
選
挙
民
の
六
七
％
は
反
緑
の
党
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

反
緑
の
党
志
向
が
、
穏
健
右
翼
が
五
五
％
、
極
右
が
五
二
％
、
左
翼
が
十
四
％
と
比
べ
て
興
味
深
い
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
派
の
形
成
が

(
4
)
 

そ
の
よ
う
な
見
解
を
基
に
し
て
お
り
、
将
来
ボ
ワ
ネ
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
支
持
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
付
言
す
れ

ぱ
、
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
が
眼
の
敵
に
し
て
い
る
の
が
、
環
境
問
題
で
は
競
合
す
る
緑
の
党
で
あ
る
。
こ
の
派
は
地
方
の
小

生
産
者
の
不
満
を
吸
収
し
て
い
る
意
味
で
は
プ
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ス
ト
と
共
通
し
て
お
り
、
今
回
は
穏
健
右
翼
と
F
N
陣
営
の
混
乱
の
間
隙
を

(
5
)
 

縫
っ
て
成
功
し
た
。

国
民
議
会
選
挙
、
地
域
圏
議
会
選
挙
、
県
議
会
選
挙
い
ず
れ
も
、
常
に
十
四
ー
十
五
％
に
達
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

関
法

一
九
九
八
年
十
二



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

一
九
九
五
年
、
四
―
―
-
•
一
％
で
あ
っ
た
の
に
、

グ
レ
の
リ
ス
ト
は
二
四
％
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
に
は
「
市
長
の
夫
君
」
〈
maire
consort〉
の
メ

ル
ペ
ン
と
メ
グ
レ
と
い
う
二
つ
の
リ
ス
ト
の
対
決
は
従
来
の
極
右
の
首
領
ル
ペ
ン
が
得
票
率
で
五
・
七
％
対
三
・
―
―
-
％
の
割
合
で
優
勢
で

あ
っ
た
。
ル
ペ
ン
の
リ
ス
ト
は
今
回
の

E
u議
会
選
挙
で
五
議
席
獲
得
で
き
た
が
、

で
き
ず
、
選
挙
費
用
の
返
却
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
結
果
を
考
察
す
れ
ば
、

メ
グ
レ
に
、
本
国
の
二
二
の
地
域
圏

regions
、
本
国
の
九
六
県
の
う
ち
九
五
県
、
三
九
八
の
人
口
二
万
人
以
上
で
あ
る
市
町
村
の
う
ち

ロ
ー
ル

Vitrolles
で
は
、

五
％
、
ミ
ュ
ル
ー
ズ

M
u
l
h
o
u
s
e
で
は
、

メ
グ
レ
の
リ
ス
ト
は
選
挙
の
敷
居
を
超
え
る
こ
と
が

一
九
九
五
年
、
三
十
・
五
％
で
あ
っ
た
の
に
、

ル
ペ
ン
の
優
勢
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
ル
ペ
ン
は

三
0
五

（
四
七
五
）

一
九
九
九
年
、
ル
ペ
ン
は
八
・
一
＝
％
、
ヴ
ィ
ト

の
に
、

一
九
九
九
年
、
ル
ペ
ン
は
十
・
八
％
、

ル
ー
ベ

R
o
u
b
a
i
x
で
は
、

月
の
F
N
の
分
裂
に
よ
っ
て
、
猛
烈
に
反
目
し
あ
う
二
つ
の
リ
ス
ト
に
分
か
れ
て
争
い
、
両
者
を
合
わ
せ
て
も
九
％
に
し
か
達
し
な
か
っ

た
。
ル
ペ
ン
は
大
統
領
選
挙
の
時
に
は
四
百
万
票
集
め
た
の
に
、
今
回
は
百
万
票
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

F
N
の
後
退
は
非
常

に
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
政
治
的
に
は
六
％
（
F
N
)
プ
ラ
ス
三
％
（
M
N
)
は
九
％
で
は
な
い
。
分
裂
し
弱
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

二
回
投
票
制
の
第
一
回
投
票
か
ら
第
二
回
投
票
へ
の
敷
居
を
越
え
る
時
に
、
他
党
へ
の
障
害
と
な
る
能
力
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
す
な

わ
ち
、
市
町
村
議
会
選
挙
の
敷
居
十
％
、
県
会
議
員
選
挙
の
敷
居
十
％
、
国
民
議
会
選
挙
の
敷
居
十
ニ
・
五
％
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。

五
年
前
、
人
口
二
万
人
以
上
の
三
九
四
の
市
町
村
で
、

F
N
が
十
％
以
上
の
得
票
率
が
あ
っ
た
の
は
二
五
九
の
市
町
村
で
あ
っ
た
。

九
九
年
の
今
回
の

E
u議
会
選
挙
で
、
こ
れ
を
達
成
し
た
の
は
、

ル
ペ
ン
の
リ
ス
ト
で
二
九
、
メ
グ
レ
の
リ
ス
ト
は
四
の
み
で
あ
っ
た
。

九
九
九
年
の

E
u議
会
選
挙
で
ル
ペ
ン
の
リ
ス
ト
は
十
一
・
八
％
、
ト
ゥ
ー
ロ
ン

T
o
u
l
o
n
で
は
、

一
九
九
五
年
、
三
一
・
八
％
で
あ
っ
た

一
九
九
五
年
、
二
四
•
四
％
、
一
九
九
九
年
、
ル
ペ
ン
は
十

F
N
の
強
い
市
町
村
を
個
別
に
見
る
と
、
ド
ル
ー

D
r
e
u
x
で
は
、

一
九
九
五
年
の
市
町
村
議
会
選
挙
で
三
五
・
ニ
％
で
あ
っ
た
の
に
、

一
九



u議
会
選
挙
に
比
べ
て
す
べ
て
の
県
で
極
右
は
低
調
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、

か
っ
た
。
ヴ
ァ
ー
ル

V
a
r
県、

(
9
)
 

県
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

極
右
に
お
け
る
選
挙
結
果
の
分
裂
の
論
理
は
、
党
員
の
分
裂
と
同
じ
論
理
に
従
う
わ
け
で
は
な
い
。

F
N
の
分
裂
に
際
し
て
は
、
最
初
、

性
急
な
観
察
で
は
あ
っ
た
が
、
分
離
派
の
ブ
ル
ー
ノ
・
メ
グ
レ
が
優
勢
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
、

に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

F
N
の
中
心
問
題
は
、

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

三
八
一
で
勝
利
し
た
。
メ
グ
レ
の
勝
っ
た
唯
一
の
県
は
、
ブ
ー
シ
ュ
・
デ
ュ
・
ロ
ー
ヌ

B
o
u
c
h
e
s
,
 
d
u
 ,
 
R
h
o
n
e
県
で
重
要
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
県
の
首
都
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
ル
ペ
ン
が
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
彼
は
近
隣
の
市
町
村
で
も
メ
グ
レ
を
征
服
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
た
。

メ
グ
レ
が
ル
ペ
ン
に
勝
利
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
本
国
で
十
七
市
町
村
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
ブ
ー
シ
ュ
・
デ
ュ
・
ロ
ー
ヌ
県
の
七
市

町
村
と
ミ
ュ
ル
ー
ズ
、
ニ
ュ
イ
リ
ー
・
シ
ュ
ル
・
セ
ー
ヌ

N
e
u
i
l
l
y

,
 
sur ,

 
S
e
i
n
e

な
ど
で
あ
っ
た
。

極
右
の
構
成
分
子
と
し
て
、

F
N
と
M
N
の
二
つ
の
リ
ス
ト
は
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
。
ル
ペ
ン
は
若
き
ラ
イ
バ
ル
に
対
し
て
政

治
的
と
い
う
よ
り
社
会
学
的
に
―
つ
の
勝
利
を
確
保
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
優
勢
を
保
っ
て
い
る
。
事
実
、

彼
が
伝
統
的
な
極
右
の
票
に
合
体
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
き
た
労
働
者
、
低
学
歴
、
政
治
的
無
関
心
、
極
右
の
意
識
の
な
い
人
た
ち
と

い
っ
た
、

F
N
に
と
っ
て
の
新
た
な
階
層
に
お
い
て
明
ら
か
な
優
位
を
示
し
た
。
ル
ペ
ン
の
彼
の
ラ
イ
バ
ル
に
対
す
る
勝
利
は
、
彼
の
個

人
的
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
と
同
時
に
、
伝
統
的
な
極
右
の
支
持
基
盤
に
重
ね
て
、
極
右
で
も
な
け
れ
ば
政
治
意
識
も
な
い
「
無
主
義
者
」

(
8
)
 

《

ni
,
 
nistes
〉
の
票
を
獲
得
す
る
能
力
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

関
法

一
九
九
八
年
の
地
域
圏
議
会
選
挙
で
の
躍
進
（
得
票
率
、
十
五
・
-
%
）

ル
ペ
ン
は
、
こ
の
最
近
数
年
来
、

の
余
勢
を
駆
っ
て
、
右
翼
の
再
編
成

一
年
後
に
は
、
小
政
党
と
し
て
政
治
的
辺
境
か
ら
再
出
発
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

F
N
の
要
塞
で
あ
っ
た
地
中
海
沿
岸
の
県
で
低
落
は
著
し

ア
ル
プ
・
マ
ル
テ
ィ
ム

A
l
p
e
s
,
 
M
a
r
i
 ti
m
e
s
県
、
ピ
レ
ネ
ー
・
ゾ
リ
ア
ン
タ
ル

P
y
r
e
n
e
e
s
,
 
Oriental es 

〇
六

一
九
九
四
年
の

E

メ
グ
レ
派
は

F
N
の
組

四
七
六
）



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月
E
u
議
会
選
挙

一
九
九
八
年
冬
の
な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
内
部
闘
争
は
F
N

織
を
骨
抜
き
に
し
た
が
、
支
持
基
盤
の
大
部
分
の
者
は
ル
ペ
ン
に
忠
誠
で
あ
っ
た
。
党
組
織
を
骨
抜
き
に
す
る
こ
と
と
、
選
挙
民
を
納
得

(10) 

さ
せ
る
こ
と
は
、
別
の
こ
と
で
あ
る
。
メ
グ
レ
が

F
N
の
選
挙
民
の
六
分
の
一
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
冷
酷
な
教
訓
は
こ
こ
に
あ
る
。

F
N
は
十
五
年
振
り
に
周
辺
政
党
と
な
っ
た
。

F
N
の
五
・
七
％
と
い
う
得
票
率
は
、
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
の
六
・
七
％
以

下
で
あ
る
。
ル
ペ
ン
は
こ
れ
ま
で
の

F
N
支
持
の
選
挙
民
の
約
半
分
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
失
っ
た
票
は
、
メ
グ
レ
の

M
N
、
パ
ス

ク
ワ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
の
プ
ジ
ャ
ー
ド
主
義
に
引
き
寄
せ
ら
れ
た
。

一
九
九
七
年
の
国
民
議
会
選

挙
で

F
N
に
投
票
し
た
選
挙
民
に
関
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
会
社
」
〈
Societefran~aise 

d
'
e
n
q
u
e
t
e
s
 p
a
r
 s
o
n
d
a
g
e
s〉

I
I
S
O
F
R
E
S
の
調
査
に
よ
る
と
、
彼
ら
は
今
回
の

E
u
議
会
選
挙
で
次
の
よ
う
に
移
動
し
た
。
す
な
わ
ち
、
十
七
％
の
み
が
メ
グ
レ
、

ル
ペ
ン
が
五
三
％
、
パ
ス
ク
ワ
が
十
四
％
、
九
％
が
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
、
七
％
が
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
パ
ス
ク
ワ
・

リ
ス
ト
は
、
も
と
も
と

F
N
の
要
塞
で
あ
っ
た
地
中
海
沿
岸
の
県
、
す
な
わ
ち
ァ
ル
プ
・
マ
ル
テ
ィ
ム
県
で
二
十
・
四
％
、
ヴ
ァ
ー
ル
県

で
十
九
・
ニ
％
の
得
票
率
だ
っ
た
。
ま
た
、

要
す
る
に
、

ウ
ー
ル
・
エ
・
ロ
ワ
ー
ル

E
u
r
e
,
 
et ,
 
L
o
i
r
e
県、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
極
右
の
選
挙
的
開
花
の
時
期
は
終
わ
っ
た
。

ェ
ロ
ー

H
e
r
a
u
l
t
県、

県
で
の
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
の
躍
進
は
極
右
に
目
に
見
え
る
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
。
今
回
の
選
挙
で
棄
権
が
増
大
し
た
の
も
、

F
N
の
内
部
分
裂
に
よ
っ
て
途
方
に
く
れ
た

F
N
選
挙
民
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

S
O
F
R
E
S
の
選
挙
後
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

F

N
同
調
者
の
七
十
％
が
棄
権
し
た
。
他
方
、

R
P
R
は
四
五
％
、

U
D
F
は
三
二
％
、
社
会
党
は
四
四
％
、
共
産
党
は
三
六
％
と
な
っ
て

(11) 

い
る
。

が
「
他
と
は
違
う
政
党
」
で
あ
る
可
能
性
を
失
わ
せ
た
結
果
と
な
っ
た
。
極
右
と
穏
健
右
翼
の
接
近
と
、
極
右
の
右
翼
へ
の
侵
入
、
と
い

う
メ
グ
レ
派
の
戦
略
は
失
敗
し
た
。
と
言
う
の
は
、
人
民
的
抗
議
の
選
挙
民
で
あ
る
F
N
選
挙
民
の
堅
い
芯
は
、
メ
グ
レ
の
国
家
的
テ
ク

三
0
七

（
四
七
七
）

ソ
ン
ム

S
o
m
m
e



い
て
も
急
激
な
後
退
を
示
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
穏
健
右
翼
は
も
は
や
退
職
者
や
非
就
業
者
の
み
に
し
か
高
水
準
の
支
持
を
得
ら
れ
な
く

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
彼
ら
が
伝
統
的
フ
ラ
ン
ス
に
引
き
こ
も
り
、
ど
の
水
準
で
あ
れ
活
動
的
な
階
層
と
は
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意

一
九
八

0
年
代
に
は
中
産
階
級
に
お
い
て
支
持
率
を
落
と
し
た
。

一
九
九
九
年
の

E
u議
会
選
挙
で
は
富
裕
階
級
（
上
級
管
理
職
）
に
お

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

穏
健
な
い
し
は
共
和
主
義
右
翼
ー
今
回
の
選
挙
で
は
、

三
0
八

（
四
七
八
）

(12) 

ノ
ラ
ー
ト
的
手
法
le
style n
a
t
i
o
n
a
l
 ,
 
t
e
c
h
n
o
c
r
a
t
i
q
u
e
に
自
分
の
場
を
見
つ
け
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
バ
イ
ル

1
Franr; 0
 is 
B
a
y
y
r
o
u
、
ニ
コ
ラ
・
サ
ル
コ
ジ
ー

N
i
c
o
l
a
s
 S
a
r
k
o
g
y
、
バ
ス
ク
ワ
の
三
リ
ス
ト
ー
は
、
こ
の
三
年
間
で
四
度
目
の
敗
北
を
被
る
事
に
よ
っ
て
あ
ら
た
な
後
退
を
し
た
。

合
計
三
四
・
九
％
の
得
票
率
は
、
戦
後
最
低
の
一
九
九
七
年
国
民
議
会
選
挙
を
さ
ら
に
下
回
っ
て
い
る
。
極
右
が
行
使
す
る
害
悪
で
、
左

翼
が
得
を
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
よ
く
言
わ
れ
る
議
論
は
す
っ
か
り
力
を
失
っ
た
。
と
は
い
え
、
お
の
お
の
の
陣
営
に
、
極
左
や
極
右
を

含
め
た
左
翼
／
右
翼
全
体
の
関
係
は
縮
ま
っ
て
い
る
が
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
大
統
領
に
再
選
さ
れ
た
直
後
の
一
九
八
八
年
の
県
議
会
選
挙
以

(13) 

後
、
左
翼
は
ま
だ
有
利
と
は
言
え
な
い
。

穏
健
右
翼
の
あ
ら
た
な
敗
北
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
多
数
の
人
た
ち
は
国
民
議
会
選
挙
や
地
域
圏
議
会
選
挙
で
穏
健

右
翼
の
連
合
を
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
選
挙
の
よ
う
な
複
数
の
リ
ス
ト
に
よ
る
政
治
選
択
の
幅
の
拡
大
か
ら
利
益
を
引
き

出
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
く
に
、
穏
健
右
翼
は
極
右
の
息
切
れ
か
ら
の
恩
恵
に
浴
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
悪
の
こ
と
は
、

F
N
票
の
後
退
し
た
無
視
で
き
な
い
部
分
を
取
り
戻
し
て
お
り
な
が
ら
全
体
と
し
て
は
敗
北
し
た
こ
と
に
あ
る
。

関
法

一
九
九
八
年
の
地
域
圏

議
会
選
挙
か
ら
一
九
九
九
年
の

E
u議
会
選
挙
に
お
い
て
、
二
万
人
以
上
の
市
町
村
で

F
N
の
後
退
と
穏
健
右
翼
の
票
の
変
化
は
緊
密
な

(14) 

関
係
に
あ
る
。

F
N
が
失
っ
た
場
所
は
穏
健
右
翼
が
伸
び
た
所
で
あ
っ
た
。

穏
健
右
翼
の
敗
北
は
一
部
分
社
会
学
的
な
も
の
で
あ
る
。
ド
・
ゴ
ー
ル
将
軍
の
引
退
後
、
穏
健
右
翼
は
労
働
者
へ
の
影
響
力
を
失
っ
た
。



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

九
・
ニ
％
の
得
票
率
に
よ
っ
て
バ
イ
ル
ー
に
率
い
ら
れ
た
新
し
い

Nouvelle
u
D
F
は、

一
九
八
九
年
、
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ル

S
i
m
o
n
e
 Veiー
が
一
九
八
九
年
に
獲
得
し
た
八
・
四
％
を
上
回
り
、
と
り
わ
け
穏
健
右
翼
三
政
党
の
中
で
二
六
・
四
％
を
占
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
好
結
果
を
得
た
。
十
年
前
に
は
、
こ
の
中
道
派
は
、
ヴ
ァ
レ
リ
・
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
の
強
力
な
連
合
に
直
面
し
て
ニ
ニ
・

六
％
し
か
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
バ
イ
ル
ー
の
票
は
、
ヴ
ェ
イ
ル
や
ル
カ
ニ
ュ
エ

Lecanuet
の
伝
統
的
な
中
道
票
だ
け
で
な
く
、

一
九
九
五
年
の
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
右
翼
の
票
に
ま
で
伸
張
し
て

こ
。
と
く
に
、
親
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
票
が
大
き
い
。
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
関
す
る
国
民
投
票
で
賛
成
票
を
投
じ
た
層
と
の
相
関
関

し
っ

t

(16) 

係
は
き
わ
め
て
高
い
。

十
ニ
・
五
％
の
得
票
率
で
、
サ
ル
コ
ジ
ー
ー
マ
ド
ラ
ン

Madelin
の
R
P
R
I
D
L
の
リ
ス
ト
は
た
く
さ
ん
の
屈
辱
を
一
度
に
被
っ
た
。

第
一
に
、
第
五
共
和
制
下
に
お
け
る
歴
代
の
ド
・
ゴ
ー
ル
派
の
記
録
の
中
で
最
低
の
得
票
率
だ
っ
た
。
第
二
に
、
セ
ガ
ン
の

R
P
R
指
導

者
か
ら
の
離
脱
前
の
選
挙
民
の
投
票
意
図
（
十
八
ー
ニ

0
%）
よ
り
支
持
率
の
明
ら
か
な
低
下
。
第
三
に
、
大
事
な
こ
と
で
あ
る
が
、
パ

ス
ク
ワ
と
い
う
異
端
派
の
リ
ス
ト
に
敗
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
サ
ル
コ
ジ
ー
ヘ
の
投
票
は
シ
ラ
ク
的
ド
・
ゴ
ー
ル
派
の
伝
統
に
忠
実
に
一
致

し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
縮
小
模
型
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
ド
・
ゴ
ー
ル
派
と
シ
ラ
ク
ヘ
の
投
票
は
、
シ
ラ
ク
が
反
・
ジ
ス
カ
ー
ル

の
時
期
に
は
、
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
や
ド
・
ゴ
ー
ル
の
票
と
重
な
り
相
関
関
係
は
高
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
票
は
一
九
九
四
年
の
シ
ャ
バ
ン
・
デ

ル
マ
ス

C
h
a
b
a
n、D
e
l
m
a
s
に
行
か
な
か
っ
た
。
ウ
ル
ト
ラ
・
シ
ラ
ク
派
と
し
て
彼
ら
の
リ
ス
ト
の
悪
い
結
果
は
大
統
領
の
弱
点
を
知
ら

(17) 

せ
て
い
る
。

パ
ス
ク
ワ
と
ド
・
ヴ
ィ
リ
エ
の

R
F
I
E
の
リ
ス
ト
は
彼
ら
の
名
前
の
下
に
反
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
票
と
反
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
の
票
を
結
合

六
九
年
の
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー

P
o
m
p
i
d
o
u
、

(15) 

味
す
る
。

三
0
九

（
四
七
九
）

一
九



第
五
一
巻
ニ
・
三
号

三
一
〇

（
四
八

0
)

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
右
翼
の
票
を
か
っ
さ
ら
っ
た
。
そ
れ
は
共
和
国
大
統
領
に
対
し
て
距
離
を
置
く
二
重
の
徴
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
リ
ス

ト
は
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
擁
護
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
設
に
は
る
か
に
優
先
し
て
掲
げ
て
い
る
唯
一
の
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
R
P
R

（
治
安
が
）
安
全
で
な
い
こ
と

insecurite
を
優
先
し
て
お
り
、
新
U
D
F
の
リ
ス
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
（
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
反
目
し
な
い
）
を
優
先
し
た
。
極
右
は
治
安
を
最
優
先
し
て
今
回
の
選
挙
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
側
面
は
ま
っ
た
く
無
視
す
る
。
パ
ス
ク
ワ
票
は
ま
た
反
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
主
義
者
の
票
で
も
あ
る
。
投
票
当
日
の
S
O
F
R
E

S
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
R
P
R
同
調
者
の
分
裂
は
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
に
対
す
る
考
え
方
の
違
い
に
一
部
分
あ
る
。
議
会
期
間
中
コ
ア
ビ
タ

シ
オ
ン
は
正
常
に
運
営
さ
れ
る
と
考
え
る
R
P
R
同
調
者
の
四
九
％
が
サ
ル
コ
ジ
ー
、
二
五
％
が
パ
ス
ク
ワ
の
リ
ス
ト
に
投
票
し
た
。
議

会
期
間
中
に
コ
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
を
解
消
す
る
た
め
に
国
民
議
会
選
挙
を
や
り
直
す
ぺ
き
と
す
る
者
の
四
四
％
は
パ
ス
ク
ワ
、
三

0
％
は
サ

ル
コ
ジ
ー
を
支
持
し
た
。
最
後
に
、
R
F
I
E
の
リ
ス
ト
は
ル
ペ
ン
主
義
者
を
回
収
す
る
場
所
と
な
っ
た
。

一
九
九
八
年
|
―
九
九
九
年

の
F
N
の
後
退
と
パ
ス
ク
ワ
票
と
の
連
関
係
数
は
サ
ル
コ
ジ
ー
や
バ
イ
ル
ー
の
そ
れ
に
比
べ
て
高
い
。
と
こ
ろ
で
、
R
P
R
|
D
L
リ
ス

ト
の
破
局
的
記
録
は
R
F
I
E
リ
ス
ト
の
成
功
で
も
あ
る
が
、
R
F
I
E
は
、
有
利
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
九
四
年
ド
・
ヴ
ィ

リ
エ
が
集
め
た
十
ニ
・
四
％
を
ほ
ん
の
少
し
上
回
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
R
F
I
E
の
記
録
の
限
界
は
庶
民
層

m
i
l
i
e
u
x
p
o
p
u
l
a
i
r
e
s
の
支

(18) 

持
の
弱
さ
に
あ
る
。
こ
れ
が
往
時
の
ド
・
ゴ
ー
ル
の
フ
ラ
ン
ス
人
民
連
合
R
P
F
と
の
相
違
を
説
明
す
る
。
し
か
し
、
パ
ス
ク
ワ
が
E
u

議
会
選
挙
後
に
新
た
な
R
P
F
と
い
う
新
党
を
結
成
し
た
こ
と
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
R
P
F
の
結
成
は
フ
ラ
ン
ス
の
政
党
シ
ス
テ
ム

を
変
え
て
ゆ
く
だ
ろ
う
し
、
R
P
R
や
F
N
の
支
持
基
盤
を
衰
弱
さ
せ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
懐
疑
派
や
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
R
P

R
か
ら
の
離
脱
や
、

性
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
相
違
は
目
立
た
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
政
党
指
導
者
の
野
心
や
人
的
関
係
は
分
裂

|
D
L
の
リ
ス
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

関
法

E
u
議
会
内
で
R
P
R
の
E
P
P
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
加
入
は
、
R
P
R
、
D
L
、
U
D
F
の
統
一
が
起
こ
り
う
る
可
能



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

第
二
に
、

こ。t
 
一
九
九
九
年
の

E
u議
会
選
挙
で
は
ニ
―
の
県
の
み
に
減
少
す
る
。

党
に
は
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ド
の
リ
ス
ト
は
多
元
的
左
翼
の
中
で
五
六
・
九
％
を
占
め
、
五
十
％
を
越
し
て

一
九
九
七
年
総
選
挙
の
と
き
は
、
六
一
・
五
％
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
低
下
し
て
い
板
。

し
た
が
っ
て
、
三
つ
の
兆
候
が
社
会
党
を
慎
重
に
さ
せ
る
。
第
一
に
、
社
会
党
の
勢
力
範
囲
が
狭
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

の
E
C
議
会
選
挙
で
は
、
三
五
の
県
で
二
五
％
以
上
の
票
を
獲
得
し
た
。

一
九
九

0
年
以
降
、
社
会
党
は
民
衆
層
に
浸
透
し
て
い
な
い
。
こ
の
十
年
間
に
、
社
会
党
は
、
従
業
員

e
m
p
l
o
y
e
s
層
の
支

い
る
が
、

一
九
九
五
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
そ
れ
が
三
一
の
県
で
あ
っ

を
克
服
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
二
回
投
票
多
数
代
表
制
と
い
う
選
挙
制
度
や
、
新
ド
・
ゴ
ー
ル
派
の
結
成
は
、
次
の
選
挙
に
お

(19) 

け
る
中
道
右
翼
の
チ
ャ
ン
ス
を
必
ず
し
も
弱
め
て
は
い
な
い
。

社
会
党
は
ほ
と
ん
ど
理
想
的
な
結
果
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
五
度
の

E
u議
会
選
挙
で
、
社
会
党
は
初
め
て
ニ
―
・
九
％
の
得
票
率
で
、

ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。
増
大
す
る
比
例
代
表
制
選
挙
つ
き
も
の
の
政
党
の
分
散
を
考
慮
す
る
と
二
十
％
の
バ
ー
を
越
す
こ
と
は
大
変
な
こ
と

で
あ
る
。
し
か
も
二
位

(
R
F
I
E
)
に
九
ポ
イ
ン
ト
近
く
差
を
つ
け
て
い
る
。
サ
ル
コ
ジ
ー
と
バ
イ
ル
ー
の
リ
ス
ト
の
得
票
率
を
合
計

し
て
も
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
オ
ラ
ン
ド

F
r
a
n
~
o
i
s

H
o
l
l
a
n
d
e
 
(
社
会
党
）

の
リ
ス
ト
に
、
ニ
―
・
七
％
対
ニ
―
・
九
％
で
及
ば
な
い
。
与
党
の
、

社
会
党
と
共
産
党
と
緑
の
党
の
多
元
的
左
翼

g
a
u
c
h
e
plurielle
は
穏
健
右
翼
を
得
票
率
で
上
回
り
、
極
左
の
票
も
加
え
る
と
、

八
年
以
来
、
久
し
ぶ
り
に
、
左
翼
と
右
翼
の
票
が
拮
抗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
反
政
府
的
な
抗
議
の
危
機
を
秘
め
た
極

左
の
票
は
上
昇
し
な
か
っ
た
。
ラ
ギ
ュ
エ
11

ク
リ
ヴ
ィ
ヌ

Laguiller
,
 Kr
i
v
i
n
e
の
リ
ス
ト

L
o
|
L
C
R
は
今
回
の

E
u議
会
選
挙
で

五
・
ニ
％
獲
得
し
た
が
、
九
五
年
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
ア
ル
レ
ッ
ト
・
ラ
ギ
ュ
エ
彼
女
自
身
の
票
、
五
・
四
％
に
及
ば
な
か
っ
た
。
よ
り

細
か
く
言
え
ば
、
今
度
の
選
挙
結
果
は
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
に
と
っ
て
、
社
会
党
が
支
配
的
な
政
党
に
な
っ
た
と
し
て
も
主
導
権
を
持
っ
た
政

~ 
（
四
八
一
）

一
九
八
九
年

一
九
八



第
三
に
、

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

一
九
九
八
年
の
統
一
県
議
会
選
挙
に
お
け
る
、
三
十

一
九
八
一
年
の
国
民
議
会
選
挙
か
ら
一
九

一
九
九
九
年

E
u議
会
選
挙
に
お
け
る
社
会
党

~ 

所
得
者
か
ら
四
ポ
イ
ン
ト
多
く
獲
得
し
て
い
る
。
社
会
党
の
選
挙
民
の
う
ち
、
労
働
者
と
従
業
員
の
層
は
、

（
四
八
二
）

持
率
を
十
八
ポ
イ
ン
ト
、
労
働
者
層
の
支
持
率
を
七
ポ
イ
ン
ト
失
っ
て
い
る
。
他
方
、
高
級
管
理
職
か
ら
六
ポ
イ
ン
ト
、
そ
の
う
ち
高
額

一
九
九
九
年
に
は
二
二
％
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
社
会
党
を
従
来
支
持
し
て
き
た
者
の
う
ち

一
部
分
が
、
今
回
の
選
挙
の
時
に
は
社
会
党
を
離
れ
て
緑
の
党
に
投
票
し
た
の
で
あ
る
。
出
口
調
査
に
よ
れ
ば
一
九
九
五
年
の
大
統
領
選

挙
第
一
回
投
票
で
ジ
ョ
ス
パ
ン
に
投
票
し
た
者
の
う
ち
十
五
％
が
コ
ー
ン
・
バ
ン
デ
ィ
、
四
％
が
ラ
ギ
ュ
エ
。
五
％
が
ユ
ー
に
投
票
し
て

(21) 

い
る
。
社
会
党
へ
の
投
票
の
不
安
定
性
と
流
動
性
が
指
摘
で
き
る
。
や
む
を
え
な
い
社
会
党
の
中
間
な
い
し
高
級
管
理
職
層
へ
の
支
持
基

(22) 

盤
の
変
容
は
コ
ー
ン
・
バ
ン
デ
ィ
に
率
い
ら
れ
る
緑
の
党
の
よ
う
な
政
党
と
の
直
接
対
決
が
不
意
に
来
る
こ
と
を
予
見
さ
せ
る
。
念
の
た

め
に
言
え
ば
、

S
O
F
R
E
S
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

コ
ー
ン
・
バ
ン
デ
ィ
に
投
票
し
た
者
の
う
ち
来
る
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
ボ
ワ
ネ
に

(23) 

投
票
意
図
を
持
つ
の
は
少
数
（
三
九
％
）
で
あ
り
、
ジ
ョ
ス
パ
ン
に
投
票
意
図
を
持
つ
者
が
多
数
（
四
五
％
）
で
あ
る
。

一
九
七
一
年
の
エ
ピ
ネ
ー

E
p
i
n
a
y
大
会
で
の
社
会
党
の
再
建
以
来
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
行
わ
れ
た
十
五
の
国
政
選
挙
（
大

統
領
選
挙
、
国
民
議
会
選
挙
、

九
九
五
年
が
一
ニ
ニ
％
、

関
法

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
挙
）

の
記
録
を
検
討
し
て
み
る
と
、

の
記
録
は
、
絶
対
得
票
率
inscrits
で
最
後
か
ら
二
番
目
の
九
・
八
％
、
有
効
投
票
得
票
率

e
x
p
r
i
m
e
s
で
は
十
一
番
目
の
ニ
―
・
九
％
で

あ
っ
た
。
絶
対
得
票
率
で
は
棄
権
率
が
作
用
す
る
。
社
会
党
に
と
っ
て
の
偉
大
な
る
数
年
は
、

八
八
年
の
国
民
議
会
選
挙
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
執
政
第
一
期
の
七
年
間
と
、
熱
狂
的
な
大
統
領
再
選
の

直
後
に
行
わ
れ
た
国
民
議
会
選
挙
ま
で
を
意
味
す
る
。
社
会
党
は
も
は
や
三
五
ー
四
十
％
の
得
票
率
の
支
配
政
党
の
位
置
を
し
め
る
希
望

は
な
い
。
二
五
％
の
得
票
率
を
目
指
し
、
二
回
投
票
式
多
数
代
表
制
の
選
挙
制
度
の
な
か
で
、
第
一
回
投
票
で
首
位
を
取
り
、
第
二
回
投

(24) 

票
で
連
合
能
力
で
強
く
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
付
言
す
れ
ば
、

一
九
八
九
年
が
一
二
六
％
、



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

(25) 

九
％
や
地
域
圏
議
会
選
挙
の
得
票
率
三
十
・
六
％
よ
り
、
今
回
の

E
u議
会
選
挙
の
得
票
率
は
後
退
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、

一
九
九
七
年
国
民
議
会
選
挙
後
十
ヵ
月
と
い
う
選
挙
サ
イ
ク

一
九
九
七
年
の
国
民
議
会
選
挙
に
始
ま
り
、
二

0
0
二
年
の
大

一
九
九
九
年
の

E
u議
会
選
挙
の
前
年
に
行
わ
れ
た
一
九
九
八
年
の
地
域
圏
議
会
選
挙
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
地

域
圏
議
会
選
挙
は
第
一
度
目
が
一
九
八
六
年
、
第
二
度
目
が
一
九
九
二
年
、

選
挙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
選
挙
は
少
し
も
地
域
的
で
な
く
、
地
域
化
さ
れ
ず
、
国
政
選
挙
の
趣
を
呈
し
た
。
複
数
の
地
域
的
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
フ
ラ
ン
ス
諸
地
域
の
異
な
る
関
心
を
引
き
受
け
た
選
挙
の
面
も
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
国
家
的
な
問
題
、
例
え
ば
、
権
力
に

つ
い
た
多
元
的
左
翼
の
十
ヵ
月
後
の
評
価
、
三
五
時
間
労
働
制
、
失
業
対
策
の
よ
う
な
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
組
織
さ
れ
た
単
一
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
関
わ
る
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
逆
に
地
域
圏
議
会
が
発
足
し
て
か
ら
一
九
九
八
年
ま
で
十
二
年
間
の
地
域
圏
議
会
の
民
主
的
な
運

営
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
圏
議
員
の
評
価
、
地
域
圏
の
計
画
、
地
域
圏
制
度
も
っ
と
広
く
言
え
ば
地
域
共
同
体
に
も
た
ら
さ
れ
る
改
革

な
ど
に
関
す
る
論
争
は
弱
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
無
関
心
の
制
裁
と
し
て
選
挙
民
の
四
二
％
の
棄
権
が
現
出
す
る
。
そ
れ
は
八
六
年

(26) 

よ
り
二
十
％
多
く
九
二
年
よ
り
十
％
多
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
選
挙
は
、

統
領
選
挙
と
国
民
議
会
選
挙
で
終
結
す
る
選
挙
サ
イ
ク
ル
の
一
環
を
な
す
。

ル
の
こ
の
時
点
で
の
政
治
的
気
候
と
選
挙
民
の
意
向
は
現
内
閣
に
比
較
的
有
利
な
結
果
が
出
て
い
る
。
出
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
現
内
閣
支

(27) 

持
が
一
二
八
％
で
、
不
支
持
が
三
三
％
で
あ
っ
た
。
中
間
選
挙
は
大
抵
現
政
権
に
批
判
的
な
数
字
が
出
る
が
サ
イ
ク
ル
が
始
ま
っ
た
ば
か
り

来
る
べ
き
選
挙
に
お
い
て
、
社
会
党
は

F
N
の
長
期
的
な
弱
体
化
を
将
来
の
展
望
の
中
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

F
N
の
弱
体
化

は
、
二
回
投
票
式
多
数
代
表
制
に
お
い
て
右
翼
が
第
二
回
投
票
に
進
出
す
る
際
に

F
N
が
障
害
に
な
っ
て
い
た
の
を
無
に
す
る
。
そ
れ
ま

で
は
、
社
会
党
に
と
っ
て
、

F
N
の
お
陰
で
第
二
回
投
票
進
出
は
有
利
で
あ
っ
た
の
だ
が
。
例
え
ば
、

一
九
九
五
年
市
町
村
議
会
選
挙
で

ロ
（
四
八
三
）

一
九
九
八
年
は
第
三
度
目
と
な
る
。
―
―
一
度
目
の
地
域
圏
議
会



一
九
九
五
年
に
は
十
％
、

一
九
九
九
年
に
は
わ
ず
か
二
九
％
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、

一
九
八
九
年
に
は
、
労
働
者
層
の
十
二
％
、

三
六
％
、

を
集
め
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
五
年
に
は

一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
九
年
に
か
け
て
の

E
u議

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

三
一
四

（
四
八
四
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

は、

F
N
の
存
在
が
左
翼
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
市
町
村
議
会
選
挙
で
は
二
回
投
票
制
で
、
第
一
回
投
票
か
ら
第
二
回
投
票
へ
の

敷
居
が
十
％
で
あ
る
こ
と
も
F
N
が
第
二
回
投
票
に
残
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
。
ち
な
み
に
、
国
民
議
会
選
挙
の
敷
居
は
十
ニ
・
五
％
で

あ
る
。
人
口
九
千
人
以
上
の
二
三
二
の
市
町
村
の
う
ち
ニ
ニ
六
の
市
町
村
で

F
N
は
第
二
回
投
票
に
進
出
し
て
、
残
り
の
六
市
町
村
は
穏

健
右
粟
の
リ
ス
ト
に
合
併
し
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
五
一
―
一
の
都
市
に
お
い
て
、
左
翼
の
勝
利
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
内

(28) 

一
九
八
九
年
に
は
、
左
翼
全
体
で
十
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

結
局
、
極
右
は
今
後
の
政
治
的
光
景
に
お
い
て
主
要
な
役
割
を
消
失
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
妨
害
者
の
消
失
は
左
翼
／
右
翼
／
極
右
の

政
治
空
間
の
三
極
化
か
ら
左
翼
／
右
翼
の
双
極
化
の
強
化
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
社
会
党
に
と
っ
て
重
い
課
題
と
な
る

(29) 

で
あ
ろ
う
。

市
民
社
会
へ
の
開
放
と
い
う
大
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
い
は
そ
れ
故
に
、
共
産
党
が
後
援
し
た
「
決
起
せ
よ
！

《

B
o
u
g
e
!'Europe !
》
の
リ
ス
ト
は
、
共
産
党
の
選
挙
の
歴
史
の
中
で
最
低
の
得
票
率
と
な
っ
た
。
共
産
党
の
得
票
率
は
、
緑
の
党
に

は
る
か
に
引
き
離
さ
れ
、
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
と
同
順
位
と
な
っ
た
。

会
選
挙
で
の
共
産
党
の
得
票
率
の
後
退
は
わ
ず
か
一
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
年
前
に
は
、
得
票
率
が
十
％
を
超
え
て
い
た
県
が

二
十
県
だ
っ
た
の
に
、
今
回
の
選
挙
で
は
十
県
に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
い
る
。
調
査
に
よ
れ
ば
、
共
産
党
は
極
左
の
人
た
ち
か
ら
大
量
の
票

一
九
八
九
年
に
は
極
左
の
人
た
ち
の
四
二
％
が
共
産
党
に
投
票
し
た
が
、

一
九
九
九
年
に
は
極
左
の
人
た
ち
は
、
二
十
％
が
極
左
の
リ
ス
ト

へ
、
二
六
％
が
社
会
党
、
十
九
％
が
緑
の
党
に
投
票
し
た
。
労
働
者
層
の
投
票
を
見
る
と
、

一
九
九
九
年
に
は
わ
ず
か
七
％
が
共
産
党
に
投
票
し
た
。
従
業
員
層
を
見
る
と
、
、
一
九
八
九
年
に
は
、
従
業
員

訳
は
、
社
会
党
四
三
、
共
産
党
一

0
で
あ
っ
た
。

関
法



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

一
九
九
九
年
に
は
八
％
が
共
産
党
に
投
票
し
た
。
こ
の
よ
う
な
喪
失
は
共
産
党
の
得
票
の
社
会

一
九
九
九
年
六
月
の

E
u議
会
選
挙
に
お
い
て
、
共
産
党
史
上
初
め
て
、
高
級
管

(30) 

理
職
と
中
間
管
理
職
の
同
党
の
得
票
率
二
九
％
が
、
労
働
者
や
従
業
員
の
得
票
率
二
六
％
を
上
回
っ
た
。

コ
ー
ン
・
バ
ン
デ
ィ
の
リ
ス
ト
の
獲
得
し
た
九
・
八
％
と
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
シ
ュ
テ
ル

A
n
t
o
i
n
e

W
a
e
c
h
t
e
r
の
独
立
し
た
リ
ス
ト
の
一
・
六
％
を
加
算
し
た
上
で
、
環
境
保
護
派
の
成
功
は
、
緑
の
党
の
伝
統
と
、
か
つ
て
は
プ
リ
ス
・

ラ
ロ
ン
ド

B
r
i
c
e
L
a
l
o
n
d
e
が
代
表
格
で
あ
っ
た
都
会
的
で
自
由
な
環
境
派
と
の
合
体
の
成
功
で
あ
っ
た
。
実
は
、
そ
れ
ま
で
の
フ
ラ
ン

一
九
九
四
年
四
月
十
六
、
十
七
日
の
緑
の
党
大
会
で
、
緑
の
党
は

(31) 

ラ
ロ
ン
ド
の
環
境
世
代
派
と
の
い
か
な
る
協
力
も
し
な
い
こ
と
を
決
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
回
は
か
な
り
統
一
さ
れ
た
。
大
雑
把
に
言

え
ば
、
今
回
の

E
u議
会
選
挙
で
環
境
保
護
派
に
投
じ
ら
れ
た
票
は
、
自
由
で
、
学
歴
が
あ
る
若
年
層
に
多
く
、
都
市
の
規
模
が
大
き
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
得
票
率
が
高
く
な
る
。
コ
ー
ン
・
バ
ン
デ
ィ
の
リ
ス
ト
の
票
は
左
翼
の
票
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
。
出
口
調
査
に
よ
れ

ば
、
こ
の
リ
ス
ト
に
投
票
し
た
者
の
う
ち
、
七
三
％
が
左
翼
で
、
内
訳
は
極
左
二
七
％
、
左
翼
四
六
％
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
五
年
の

大
統
領
選
挙
第
二
回
投
票
で
は
、
こ
の
リ
ス
ト
に
投
票
し
た
者
の
う
ち
六
一
％
が
ジ
ョ
ス
パ
ン
に
投
票
し
て
お
り
、
シ
ラ
ク
に
投
票
し
た

の
は
わ
ず
か
十
七
％
、
残
り
の
二
二
％
は
投
票
し
な
か
っ
た
。
世
論
調
査
で
も
、
緑
の
党
支
持
者
の
う
ち
、
八
三
％
が
ジ
ョ
ス
パ
ン
を
支

持
し
て
お
り
、
八
二
％
が
社
会
党
に
好
意
的
で
あ
る
。

U
D
F
へ
は
二
二
％
、

R
P
R
へ
は
十
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
緑
の
党
は
、
と
り

(32) 

わ
け
若
い
、
自
由
な
、
教
養
の
あ
る
層
に
お
い
て
社
会
党
と
の
競
争
者
と
し
て
自
ら
を
誇
示
し
て
い
る
。

選
挙
の
分
析
を
制
度
と
か
歴
史
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
投
票
は
個
人
の
行
動
に
基
づ
く
の
だ
か
ら
、
そ
の
諸
個
人
の
態
度
に
分
析
を
向

(33) 

け
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
個
人
は
政
治
文
化
の
担
い
手
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
社
会
に
お
け
る
現
存
の
政
治
文
化
の
再
編
成
に
は

ス
の
環
境
保
護
派
の
運
動
は
様
々
な
政
治
的
家
系
に
分
か
れ
て
い
た
。

今
回
の

E
u議
会
選
挙
で
、

学
を
大
き
く
再
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

層
の
十
六
％
、

一
九
九
五
年
に
は
十
％
、

三
一
五

（
四
八
五
）



附表 フランスにおける1999年支 6月13日EU議会選挙結果（フランス本国）(37) 

有権者数 38,580,192 

投票者数 18,427,761 

有効投票 17,336,053 

％／有権者数

棄権 20,152,431 52.2 

白票，無効投票 1,091,708 2.8 

関法

リス ト別 得票数 ％／有効投票 議席数 リスト代表者

LO-LCR 906,839 5.2 5 ラギュエ

共産党 1,184,576 6.8 6 ユー

社会党ーPRG-MDC 3,791,275 21.9 22 オランド

緑の党 1,691,006 9.8 ， コーン・バンディ
独立環境保護派運動 268,262 1.6 ヴェシュテル

「狩猟・釣り・自然伝統」派 1,194,378 6.9 6 サン・ジョセ

諸派 677,415 3.9 

新 UDF 1,602,225 9.2 ， バイルー

RPR-DL 2,173,067 12.5 12 サルコジ一

RFIE 2,278,911 13.2 13 パスクワ

FN 995,445 5.7 5 ルペン

MN 572,654 3.3 メグレ

第
五
一
巻
ニ
・
三
号

E
u
議
会
選
挙
は
三
人
の
勝
者

持
っ
た
世
界
の
対
立
へ
と
切
り
裂

(34) 

い
て
い
る
。

人
」
に
つ
い
て
異
な
っ
た
見
解
を

ず
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

ゃ
「
外
国

化
の
亀
裂
が
、
左
翼
右
翼
を
問
わ

容
で
あ
る
。
学
歴
水
準
に
よ
る
文

一
定
の
高
度
化
に
よ
る
文
化
の
変

で
あ
る
。
第
三
に
、
学
歴
水
準
の

政
治
制
度
が
開
放
に
向
か
う
こ
と

進
展
に
よ
っ
て
、
経
済
、
社
会
、

え
て
い
る
。
第
二
に
、
国
際
化
の

諸
個
人
の
政
治
選
択
に
影
響
を
与

置
く
こ
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
社
会
と

統
的
集
合
体
へ
の
忠
誠
に
距
離
を

個
人
主
義
化
の
深
い
進
展
と
、
伝

―
つ
の
要
因
が
あ
る
。
第
一
に
、

二
六

（
四
八
六
）



フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
一
九
九
九
年
六
月

E
u議
会
選
挙

と
一
人
の
敗
者
を
作
り
出
し
た
。
三
人
の
勝
者
と
は
オ
ラ
ン
ド
を
介
し
た
ジ
ョ
ス
パ
ン
で
あ
り
、
三
一
年
前
の
栄
光
の
日
々
か
ら
大
喝
采

を
受
け
て
帰
還
し
た
コ
ー
ン
・
バ
ン
デ
ィ
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
得
票
数
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
窮
地
を
切
り
抜
け
た
パ
ス
ク
ワ
だ
っ
た
。
サ

ル
コ
ジ
ー
以
上
に
敗
者
な
の
は
シ
ラ
ク
で
あ
る
。
彼
は
、
セ
ガ
ン
の
撤
退
に
よ
っ
て
不
安
定
に
な
り
、
バ
イ
ル
ー
の
自
立
の
決
定
に
よ
っ

て
無
視
さ
れ
、
パ
ス
ク
ワ
に
よ
る
邪
魔
に
よ
っ
て
愚
弄
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
作
ろ
う
と
し
た
穏
健
右
翼
の
連
合
の
形
成
に
失

一
九
九
九
年
の

E

敗
し
た
。

E
u議
会
選
挙
か
ら
三
年
後
の
二

0
0
二
年
に
は
大
統
領
選
挙
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
シ
ラ
ク
が
一
番
気
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ

(35) 

る
。
彼
は
ど
の
よ
う
に
し
て

R
P
R
を
回
復
さ
せ
、
彼
の
た
め
に
な
る
多
元
的
右
翼
を
組
織
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

u議
会
選
挙
は
シ
ラ
ク
の
選
挙
民
の
芯
の
部
分
が
腐
食
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
調
査
に
よ
れ
ば
、

一
九
九
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
大

統
領
選
挙
第
一
回
投
票
で
シ
ラ
ク
に
投
票
し
た
者
の
う
ち
、
今
回
の

E
u議
会
選
挙
で

R
P
R
の
リ
ス
ト
に
投
票
し
た
者
は
二
八
％
し
か

い
な
い
。
ニ
―
％
は
パ
ス
ク
ワ
、
十
七
％
は
バ
イ
ル
ー
、
十
％
は
極
右
、
六
％
は
「
狩
猟
・
釣
り
・
自
然
伝
統
」
派
に
投
票
し
た
。
シ
ラ

ク
大
統
領
は
世
論
調
査
で
は
高
支
持
を
保
っ
て
い
る
が
、
彼
の
得
票
基
盤
の
腐
食
は
二

0
0
二
年
の
再
選
が
う
ま
く
ゆ
か
な
い
こ
と
を
予

(36) 

言
し
て
い
る
。

―
―
四
号
、
二

0
0
0年
、
二
頁
。

(
1
)
 
J
e
r
o
m
e
 Jaffre, ≪Deficit e
u
r
o
p
e
e
n
,
 crise d
e
s
 droites. 
L
e
s
 elections e
u
r
o
p
e
e
n
n
e
s
 d
e
 juin 1
9
9
9
 e
n
 F
r
a
n
c
e
≫
`
 Pouroirs, No., 9
1
,
 

1
9
9
9
,
 
pp. 1
5
7
 ,
 1
5
8
.
 

(
2
)

岩
本
勲
「
一
九
九
九
年
欧
州
議
会
選
挙
と
フ
ラ
ン
ス
諸
政
党
の
再
編
」
『
大
阪
産
業
大
学
論
集
」

(
3
)
 
Jaffre, 0
 p. 
cit., 
p. 
1
5
9
.
 

(
4
)
 
Ibid., p. 
163. 

(
5
)

岩
本
、
前
掲
論
文
、
九
頁
。

(
6
)
 
Jaffre, 0
 p. 
cit., 
p. 1
6
4
.
 

(
7
)
 
Ibid., 
p. 
1
6
5
.
 

三
一
七

（
四
八
七
）



匡
坦

踪
ば

1
鞠

II・11 ]alt> 
1111< 

(
国
<
<
)

(oo) 
Ibid., 

pp. 
165-166. 

(o,) 
Piero 

lgnazi, 
Pascal Perrineau, 

≪L'extreme 
droite 

e
n
 E
u
r
o
p
e
 :

 marginalite 
<lu 

neo-fascisme 
et 

d
y
n
a
m
i
q
u
e
 d
e
 I'extreme 

droite post-industrielle≫in G
e
r
a
r
d
 G
r
u
n
e
n
b
e
r
g
,
 Pascal Perrineau, Colette Y

s
m
a
l
 (dir.), 

L
e
 vote des Quinze, Presses d

e
 Sci-

ences Po., 2000, pp. 235-236. 

ぼ
）

Ibid., 
p. 

236. 

(;:::) 
Ibid., 

p. 
237. 

ぼ
）

Ibid. 

ぼ
）

J
 affre, 

≪Deficit europeen, crise des droites. L
e
s
 elections e

u
r
o
p
e
e
n
n
e
s
 d
e
 juin 

1999 e
n
 France≫, op. cit., 

pp. 
166-167. 

(;::) 
Ibid., 

p. 
167. 

ぼ
）

Ibid., 
pp. 

167-169. 

ぼ
）

Ibid., 
p. 

169. 

(;::;) 
Ibid., 

pp. 
169-171. 

(~
) 

Ibid., 
pp. 

171-172. 

ぼ
）

D
a
v
i
d
 H
o
w
a
r
t
h
,
 ≪France≫, in 

Juliet L
o
d
g
e
 (ed.), 

T
h
e
 1
9
9
9
 Elections to 

the E
u
r
o
p
e
a
n
 Parliament, op. cit., 

p. 
133. 

(~
) 

Jaffre, ≪Deficit europeen, crise des droites. L
e
s
 elections e

u
r
o
p
e
e
n
n
e
s
 d
e
 juin 

1999 e
n
 France≫, op. cit., 

p. 
173. 

（応）
Ibid., 

p. 
17 4. 

啜）
J
e
r
o
m
e
 Jaffre, 

≪
L
e
 Parti 

socialiste 
a
u
x
 e
u
r
o
p
e
e
n
n
e
s
:
 
!'ideal 

et 
le 

reeh, 
R
e
v
u
e
 Jran,aise d

e
 science politique, Vol. 49, 

N
o
.
 

4, 
1999, 

p. 
693. 

（笈）
Ibid., 

p. 
694. 

(~
) 

Ibid., 
p. 

691. 

ぼ
）

如
-14'1

志
翠
縄
K

+
I

匡゚

啜）
Pascal Perrineau, 

≪
L
e
s
 elections 

regionales, 
passe et 

presant≫, 
in 

Pascal Perrincau, D
o
m
i
n
i
q
u
e
 R
e
y
n
i
e
 (dir.), 

L
e
 vote 

in-

certain. 
Les elections regionales d

e
 1998, Presses d

e
 Sciences Po, 

1999, pp. 
22-23. 



(~
) 

Ibid., p. 
25. 

（器）
Jaffre op. 

cit., 
p. 

694. 
Id. 

≪
L
a
 d
y
n
a
m
i
q
u
e
 d
e
 la 

droite et 
!es limites d

e
 la 

r
e
m
o
n
t
e
e
 socialiste≫Pouvoirs, No., 75, 

1995, pp. 

132-133. 

（食）
Jaffre, ≪

L
e
 Parti socialiste a

u
x
 europeennes: 

!'ideal et le reel≫, 
op. cit., 

p. 
694. 

（宮）
Jaffre, ≪Deficit europeen, crise des droites. L

e
s
 elections europeennes d

e
 juin 1999 e

n
 France≫, op. cit., 

pp. 
174-175. 

(~
) 

J
o
h
n
 Gaffney, op. cit., 

pp. 91-92. 

啜
）

Jaffre, ≪Deficit europeen, crise des droites. L
e
s
 elections europeennes d

e
 juin 1999 e

n
 France≫, op. cit., 

p. 
175. 

（怨）
Pierre 

Brechon, 
A
n
n
i
e
 Laurent, 

Pascal 
Perrineau, 

≪Introduction≫, 
in 

Pierre 
Brechon, 

A
n
n
i
e
 Laurent, 

Pascal 
Perrineau 

(dir.), 
Les cultures des Francais, Presses d

e
 Sciences Po, 2000, p. 

12. 

（苫）
Ibid., 

pp. 
13-14. 

（埒）
Jaffre, op. cit., 

pp. 176-177. 

（案）
D
a
v
i
d
 H
o
w
a
r
t
h
,
 op. cit., 

p. 
134. p. 

137, note. 21. 

（お）
J

 
affre, 

op. cit., 
p. 

158. 

!'-It'-
、ヽ
K
全
ふ
訳
-
i
-
.
!
I
~
~
~
母
K

匹
'1l
::i
痘
ぐ
咽
荊
紺

Ill 
1
~
(
国
<
~
)




